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特集
アセスメント・ツール活用事例集
―キャリアカウンセリングとキャリア教育の現場から―

生徒や学生が自分に合った進路（職業、学部学科
等）を検討し、選択する際、自分の個性と職業との相
性＝「職業適性」について考えることはとても大切で
す。
特に働いた経験のない生徒・学生にとって、アセスメ
ント・ツールは自己理解を深め、自分と職業の世界を
結びつけて考える大きなきっかけとなります。そして、
目的に合った検査を実施することで、効果的なキャリ
ア支援につなげることができます。
また、本人の特性や今までの経験、価値観などから、
検査結果の受け止め方は一人ひとり異なるもので
す。実施後は、支援者が被検者の思いを丁寧に聞
きながら、検査結果を素材に将来について検討して
いくことが重要です。
今号では、過去のキャリアカウンセリング事例から、
アセスメント・ツールをうまく活用して効果を挙げた
ケースを紹介します。

掲載している活用事例は、執筆者の個人的見解に基づいて
お書きいただいており、参考としてご紹介しているものです。
また、執筆者の所属・肩書は執筆当時のものです。ホームページ内「職業研究」ページでは、本誌バック

ナンバーがPDFファイルでご覧いただけます。テー
マ別に特集記事を探すこともできます。
キャリア支援のヒントとしてご活用くだ
さい。

▶https://www.koyoerc.or.jp

「職業研究」バックナンバーのご案内
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中学校

2年生
職場体験前に実施し、職業の世界への関心を喚起する。
体験する職場を選択するための参考にすることもできる。
自分の興味・関心を把握し、それらを生かせる仕事は何かを知る。

3年生
自分の能力の特徴を把握し、それらを生かせる仕事は何かを知る。
卒業後の進路や職業選択について検討するための資料とする。

大学・短大
専門学校

共通

高　校

KN式クレペリン作業性格検査［進路指導用］

……………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………

１年生 興味・関心を把握し、文理選択や総合学科のコース選択時の参考にする。

２年生

主に進学
希望者

能力の特徴を把握し、得意な能力を生かした将来の職業選択に
ついて検討し、卒業後の学部学科等選択の参考にする。

主に就職
希望者

能力の特徴を把握し、得意な能力を生かした職業選択について
検討するための資料とする。

作業性格や作業態度、行動特徴により、学校生活への適応や危険
作業･運転などへの適性を把握するための資料として活用する。

1･2年生

3年生 ４つの側面（興味、能力、価値観、行動特性）の特徴を把握し、
各特徴を生かした職業選択について検討する。

職業への意識を喚起し、早いうちから職業についての意識を持った
大学生活を送るきっかけとする。
興味・関心を把握し、興味の特徴を生かした将来の職業選択について
検討するための資料とする。

実
施
の
目
的
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今回は、本誌バックナンバーから「職業レディネス・テスト（VRT）」と「厚生労働省編一般職業適性検査
（GATB）」、「キャリア・インサイト」を活用した高校から社会人までのキャリアカウンセリング事例をピッ
クアップしました。教育現場および職業相談機関におけるアセスメント・ツール活用の参考としていただ
ければ幸いです。

「職業適性」は、「能力」と「興味（パーソナリティ）」の２つの側面から検討することが基本となります。
VRTでは興味を生かせる職業を、GATBでは得意な能力を生かせる職業を具体的に知ることができるため、
｢実施の目的」に合わせてアセスメント・ツールを選択することが有効な活用につながります。

アセスメント・ツール活用事例集
—キャリアカウンセリングとキャリア教育の現場から—

特集

「職業適性」と「実施の目的」からアセスメント・ツールを選ぶ
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ら
に
、
様
々
な
教
育
活
動
を
継
続
的
に
行
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
を
職
業
適
性
検
査
に
あ
て
は
め

る
と
、「
評
価( evaluation)

」は
、
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
が
あ
る
特
性
や
職
業
分
野
に
対
し
て

ど
の
程
度
適
合
し
て
い
る
か
を
最
終
的
に
判

断
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、「
ア
セ
ス
メ

ン
ト
・
査
定( assessm

ent)

」
と
は
、
検
査

結
果
と
、
職
業
選
択
の
た
め
の
様
々
な
情
報

を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
理
解
を
促
進
し
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
活
動
を
進
め
る
か
を
考
え

実
践
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
さ
れ
る
情
報
は
、
単
に
あ
る
特
性
や

職
業
に
対
し
て
の
最
終
的
な
適
合
度
だ
け
で

は
な
く
、
様
々
な
特
性
を
示
す
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
や
、
適
合
度
の
高
い
職
業
名
や
そ
の
職
務

内
容
な
ど
多
様
な
情
報
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を

活
用
し
て
、
こ
れ
ま
で
知
り
得
な
か
っ
た
特

性
へ
の
理
解
を
深
め
、
希
望
す
る
職
業
や
職

種
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
職
業
適
性
検
査
は「
評
価
ツ
ー
ル
」

に
と
ど
ま
ら
ず
、「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
」

と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
適
性
」と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か

　

次
に
、
こ
の
よ
う
な
適
性
検
査
を
用
い
る

場
合
、
検
査
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る「
適
性
」

は
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
そ
こ
で
、こ
の「
適

性
」に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

　

通
常
、
適
性
検
査
を
受
検
し
た
場
合
に
、

あ
る
特
性
に
対
し
て
最
終
的
に
、適
性
が「
あ

る
」「
な
い
」、ま
た
は
、適
性
が「
高
い
」「
低

い
」と
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
は
一
元
的
に
考
え
る
こ
と
が
多
い
。
そ

の
た
め
、
こ
の
検
査
結
果
を
見
て
、
自
分
が

希
望
す
る
職
業
に
就
け
な
い
と
失
望
し
、
予

想
外
の
結
果
で
あ
っ
た
場
合
に
は
混
乱
し
て

し
ま
う
。た
と
え
検
査
結
果
と
と
も
に
、様
々

な
特
性
や
職
業
分
野
に
関
す
る
情
報
が
提
供

さ
れ
て
も
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
、
こ
の
結
果

は
、
現
時
点
で
の
あ
る
分
野
に
対
す
る
適
合

度
で
あ
る
と
捉
え
、
将
来
、
発
達
す
る
で
あ

ろ
う
適
性
に
注
目
す
る
と
い
う
こ
と
は
非
常

に
少
な
い
。

　

こ
の「
適
性
」は
、
能
力
に
関
す
る
側
面
、

人
格
に
関
す
る
側
面
、
身
体
的
特
徴
に
区
分

さ
れ
る
。
能
力
に
関
す
る
側
面
に
は
、
知

能
、
運
動
能
力
、
学
力
、
技
能
、
特
技
な
ど

が
含
ま
れ
、
人
格
に
関
す
る
側
面
に
は
、
性

格
、
興
味
や
関
心
、
価
値
観
、
態
度
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
身
体
的
特
徴
と

は
、
体
格
や
体
力
、
健
康
に
関
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な「
適
性
」に
関
す
る
考

え
方
に
対
し
て
、ス
ー
パ
ー(Super, D

. E.)

は
、特
に
、能
力
に
関
し
て「
未
開
発
の
も
の
」

が
含
ま
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、「
適
性
」を
現
時
点
の
も
の
と
限
定
的
に

考
え
る
の
で
は
な
く
、
将
来
、
本
人
の
努
力

に
よ
っ
て
発
達
す
る
可
能
性
を
含
め
て「
適

性
」を
と
ら
え
る
考
え
方
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
く
と
、
特
に

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
興
味
や
関
心
が
高
い
分
野

に
お
い
て
は
、「
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な

れ
」と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、現
時
点
で

能
力
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
て
も
、
長
い
間

粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
る
う
ち
に「
能
力
」

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
様
々
な
適
性
検

査
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
適
性
検
査
に
は
、

知
能
や
汎
用
的
能
力
な
ど
の「
能
力
」を
測

定
す
る
検
査
、
性
格
や
興
味
な
ど
の「
人
格
」

を
測
定
す
る
検
査
、
さ
ら
に
、
職
務
遂
行
能

力
や
特
定
の
職
業
分
野
に
関
す
る
職
業
適
性

検
査
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
検
査
は
、
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
の
様
々
な
特
性
を
明
ら
か
に
す

る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
検
査
に
よ
っ
て
、
希

望
す
る
職
業
や
業
務
に
対
し
て
適
性
が
あ
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
評
価
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の

適
性
検
査
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
ア
セ
ス
メ

ン
ト
・
ツ
ー
ル
と
し
て
の
意
義
と
効
用
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

「
ア
セ
ス
メ
ン
ト( assessm

ent)

」
と

「
評
価( evaluation)

」
に
つ
い
て

　

適
性
検
査
を
行
う
場
合
に
大
切
な
こ
と

は
、「
評
価( evaluation)

」
と「
ア
セ
ス
メ

ン
ト
・
査
定( assessm

ent)
」
と
の
違
い
を

認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
両
者
は
い
ず

れ
も
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
特
性
を
把
握
す
る
た

め
に
行
う
が
、
検
査
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に

用
い
る
の
か
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
。
前

者
の「
評
価( evaluation)

」と
は
、
も
と
も

と
は
学
校
な
ど
の
教
育
活
動
の
中
で
、
教

育
目
標
に
照
ら
し
て
、
生
徒
や
学
生
の
学

習
の
結
果
や
成
果
が
ど
の
程
度
達
成
さ
れ

た
か
に
つ
い
て
最
終
的
に
判
断
す
る
こ
と

で
あ
る
⑴
。
一
方
、「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
査
定

( assessm
ent)

」は
、
学
習
の
結
果
、
及
び

教
育
目
標
の
達
成
に
向
け
て
の
最
善
の
方
策

に
関
す
る
情
報
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
さ

アセスメント・ツールとしての
適性検査の意義と効用

巻頭言
●

帝京大学　宇都宮キャンパスリベラルアーツセンター
教授

横山明子
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が
大
き
く
伸
長
す
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
職
業
分
野
や
職
務
に
つ
い
て

新
た
な
適
性
が
見
い
だ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
職
業
適
性
検
査
で

示
さ
れ
る
結
果
は
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
の
場
面
で
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
新
た
な

可
能
性
を
発
見
し
、
将
来
の
職
業
選
択
肢
を

増
や
し
、
そ
の
実
現
可
能
性
を
考
え
る
た
め

の
資
料
と
し
て
活
用
で
き
る
の
で
あ
る
。

適
性
検
査
の
意
義
と
効
用

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、
様
々

な
心
理
検
査
が
適
性
検
査
と
し
て
用
い
ら
れ

る
が
、
検
査
を
行
う
目
的
と
し
て
次
の
4
点

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
⑵
。

①
　
深
層
心
理
の
解
明
と
カ
タ
ル
シ
ス

　

投
映
法
な
ど
の
検
査
の
場
合
、自
分
の
抑

圧
さ
れ
た
感
情
や
問
題
が
明
ら
か
に
な
り
、ク

ラ
イ
ア
ン
ト
に
と
っ
て
は
カ
タ
ル
シ
ス（
浄
化
）

を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
。こ
れ
は
、普
段
意

識
し
て
い
な
い
考
え
や
感
情
を
意
識
化
す
る

こ
と
で
あ
り
、特
に
、不
安
に
思
っ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
自
身
に

安
心
感
と
開
放
感
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

②
　
短
時
間
で
多
面
的
な
情
報
の
収
集

　

通
常
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
状
況
を
知
る
た

め
に
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
考
え
や
感
じ
方

な
ど
を
長
い
時
間
を
か
け
て
傾
聴
し
理
解
す

る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
特
に
、

自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
言
語
化
す
る
こ
と

が
難
し
い
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
場
合
や
、
相
談

の
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
い
く

つ
か
の
検
査
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

問
題
を
焦
点
化
し
て
短
時
間
に
有
用
な
情
報

を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
特
に
職
業
適
性
検
査
に
お
い
て

は
、
自
分
の
遂
行
能
力
や
興
味
が
高
い
職
業

分
野
が
示
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
分

野
の
具
体
的
な
職
業
名
や
職
種
、
さ
ら
に
そ

の
分
野
で
活
躍
す
る
た
め
の
知
識
や
ス
キ
ル

に
つ
い
て
の
情
報
が
提
供
さ
れ
る
。
そ
の
た

め
、
特
に
、
進
学
な
ど
を
考
え
て
い
る
若
年

層
の
場
合
に
、
ま
た
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
望

む
積
極
的
な
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
場
合
に
は
、

進
学
前
に
多
種
類
の
情
報
を
知
っ
て
お
く
こ

と
が
、
進
学
後
の
学
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
高
さ
に
影
響
す
る
。

③
　
自
己
理
解
の
促
進

　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・ツ
ー
ル
と
し
て
適
性
検
査

を
用
い
た
場
合
に
は
、
提
供
さ
れ
る
様
々
な

情
報
に
よ
っ
て
自
己
理
解
が
促
進
さ
れ
る

が
、そ
れ
と
同
時
に
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
と
っ

て
も
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
へ
の
洞
察
が
深
ま
る
。

　

適
性
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
の
受
け
止

め
方
は
、い
く
つ
か
に
分
か
れ
る
。ま
ず
、ク

ラ
イ
ア
ン
ト
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
結
果

と
情
報
に
対
し
て
、
自
分
が
普
段
考
え
て
い

た
通
り
で
あ
り
、
自
分
の
適
性
が
確
認
で
き

た
と
い
う
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
検
査
結
果

が
予
想
と
違
っ
て
い
た
が
、
新
た
な
発
見
が

あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
肯
定
的
に
受
け
入
れ
る

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
も
い
る
。こ
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
情
報
か
ら
、
今

ま
で
あ
ま
り
考
慮
し
て
こ
な
か
っ
た
職
業
に

関
す
る
知
識
な
ど
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、今
後
の
進
路
を
考
え
る
た
め
に
有
用
な

情
報
が
得
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
示
さ
れ
た
結
果
が
自
分
の

予
想
と
大
幅
に
違
っ
て
い
た
場
合
に
、
検
査

結
果
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
混
乱

し
て
し
ま
う
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
も
い
る
。
こ
の

よ
う
な
場
合
に
は
、
も
と
も
と
自
己
理
解
が

十
分
で
は
な
く
、
普
段
思
い
描
い
て
い
る
自

己
像
と
結
果
で
示
さ
れ
た
内
容
が
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
よ
う
に
感
じ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
結
果

だ
け
で
な
く
そ
こ
で
提
供
さ
れ
る
情
報
か

ら
、
じ
っ
く
り
と
自
分
を
見
つ
め
な
お
し
、

今
後
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
て
る
よ
う

支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

私
が
、
適
性
検
査
の
活
用
法
に
関
す
る
講

習
会
に
参
加
し
た
際
に
、
適
性
検
査
の
作
成

者
か
ら「
適
性
検
査
は
、
天
気
予
報
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
し

た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
適
性
が
低
い
と

判
定
さ
れ
た
進
路
を
強
く
希
望
し
て
い
る
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
が
い
た
場
合
、
そ
の
進
路
に
進

む
こ
と
を
断
念
さ
せ
る
か
ど
う
か
と
い
う
重

大
な
問
題
と
関
連
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
私

た
ち
が
待
ち
に
待
っ
た
レ
ジ
ャ
ー
に
出
か
け

る
日
に
、
天
候
が
悪
く
な
る
と
予
報
が
出
た

時
は
ど
う
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
台
風
来
襲
な

ど
の
よ
ほ
ど
の
悪
天
候
が
予
想
さ
れ
て
い
る

場
合
を
除
い
て
、
風
雨
対
策
を
し
て
、
多
少

の
計
画
変
更
を
し
て
も
出
か
け
る
こ
と
が
多

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
例
の
よ
う

に
、
適
性
検
査
の
結
果
の
判
定
は
全
て
で
は

な
く
、
そ
の
進
路
に
進
ん
だ
場
合
に
は
困
難

が
伴
う
こ
と
を
知
っ
た
う
え
で
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
の
強
い
希
望
と
意
思
を
尊
重
し
て
い
く
こ

と
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

④
　
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
形
成

　

適
性
検
査
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
と

し
て
用
い
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と

は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
関
係
性
を
深
め
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
適
性
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
状
態
を
共
感
的
に
理

解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ

の
信
頼
が
一
層
高
ま
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し

て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
姿

を
映
す「
鏡
」の
役
割
と
な
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
自
己
理
解
は
一
層

深
ま
り
、
そ
の
後
の
活
動
も
積
極
的
に
実
践

で
き
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル

と
し
て
適
性
検
査
を
活
用
し
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

は
不
安
が
解
消
さ
れ
、
自
己
洞
察
を
深
め
、

新
た
な
自
分
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
両
者
で
共
有
し
た
時
間
が
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
に
大
き
な
成
長
を
も
た
ら
す
有
意
義
な

時
間
に
な
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

【
引
用
文
献
】

⑴　

京
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⾼
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開
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教
育
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メ
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２
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２
３
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３
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野
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村
新「
第
４
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児
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徒
理
解
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意
義
と

内
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横
山
明
子
編
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生
徒
指
導
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進
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指
導
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キ
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ア
教
育
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主
体
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生
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方
を
育
む
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め
の
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論
と
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践
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書
文
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社
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総合学科高校での
系列・科目選択、
進学の際の学部・学科選びに
東京都立晴海総合高等学校
キャリアカウンセラー　
千葉吉裕

�

総
合
学
科
高
校
に
お
け
る

「
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス・テ
ス
ト
」の
活
用

総
合
学
科
と
は
、
普
通
科
、
専
門
学
科
に

加
え
、
平
成
６
年
度
に
創
設
さ
れ
た
学
科
で

す
。
大
き
な
特
色
は
、
幅
広
い
選
択
科
目
が

用
意
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
生
徒
自
ら
科
目
を

選
択
し
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

備
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
学
校

で
は
、
１
年
次
に
、
総
合
学
科
の
必
履
修
科

目「
産
業
社
会
と
人
間
」
と
い
う
科
目
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
科
目
を
通
し
て
、

自
己
理
解
を
深
め
、
将
来
活
躍
す
る
未
来
社

会
を
思
い
描
き
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
立
て
、

自
己
の
進
路
へ
の
自
覚
を
深
め
て
い
き
ま

す
。
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
、
主
体

的
に
科
目
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
意
欲
的
な

学
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
総
合
学
科
で
は
、
選
択
の

機
会
が
設
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、「
職
業
レ

デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト（
Ｖ
Ｒ
Ｔ
）」
は
自
己
の

特
性
を
把
握
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル

と
し
て
た
い
へ
ん
役
立
ち
ま
す
。

系
列
・
科
目
選
択
の
場
面
で
の
活
用

や
み
く
も
に
科
目
を
選
択
し
て
し
ま
う

と
、
体
系
だ
っ
た
学
び
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
か
ら
、
総
合
学
科
に
は「
系
列
」
と
呼
ば

れ
る
選
択
科
目
群
が
あ
り
ま
す
。本
校
で
は
、

２
年
次
か
ら「
情
報
シ
ス
テ
ム
」「
国
際
ビ

ジ
ネ
ス
」「
語
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
芸

術
・
文
化
」「
自
然
科
学
」「
社
会
・
経
済
」
の

六
つ
の
系
列
の
う
ち
、い
ず
れ
か
を
選
択
し
、

学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

５
月
、「
産
業
社
会
と
人
間
」
の
授
業
の

中
で
、
１
年
生
全
員
に
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
し
、

全
体
に
対
し
て
解
説
を
行
い
ま
す
。
10
月
、

系
列
・
科
目
選
択
の
検
討
時
期
に
再
度
、
希

望
者
に
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
も

と
に
面
談
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｖ
Ｒ
Ｔ
が
優
れ
て
い
る
点
は
、
検
査
時
間

が
短
く
、自
己
採
点
で
結
果
を
出
せ
る
た
め
、

面
談
の
直
前
に
検
査
し
た
も
の
で
判
定
で
き

る
こ
と
で
す
。
ど
の
よ
う
な
意
図
で
回
答
し

た
の
か
を
聞
き
な
が
ら
判
定
で
き
る
の
で
、

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
微
妙
な
読
み
取
り
も
可
能

に
し
て
く
れ
ま
す
。
高
校
生
用
の
ほ
か
の
興

味
検
査
は
、
回
答
用
紙
を
業
者
に
送
り
、
数

週
間
後
に
結
果
票
が
送
ら
れ
て
き
て
も
、
判

定
の
仕
組
み
が
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
て

お
り
、
結
果
が
し
っ
く
り
こ
な
か
っ
た
り
、

逆
に
検
査
を
し
な
く
て
も
わ
か
る
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
り
と
、
活
用
で
き
な
い
こ
と
が
し

ば
し
ば
起
こ
り
ま
す
。

Ｖ
Ｒ
Ｔ
は
性
格
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き

る
の
で
、
日
常
あ
ま
り
面
識
の
な
い
生
徒
の

行
動
パ
タ
ー
ン
や
好
み
な
ど
を
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
か
ら
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
生
徒

に
は「
占
い
師
」の
よ
う
だ
と
驚
か
れ
ま
す
。

学
部
・
学
科
選
び
で
の
活
用

高
校
卒
業
後
の
進
路
選
択
指
導
は
、
高
校

教
師
に
と
っ
て
重
要
な
仕
事
の
一
つ
で
す
。

Ｖ
Ｒ
Ｔ
は
、
名
称
か
ら
誤
解
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
就
職
指
導
で
し
か
使
え

な
い
と
勘
違
い
し
て
い
る
高
校
教
師
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
四
年
制
大
学
・
短
期
大
学
・

専
門
学
校
の
学
部
・
学
科
の
特
徴
を
理
解
し

て
い
れ
ば
、Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
か
ら
、

ど
の
学
部
・
学
科
に
興
味
を
持
つ
か
判
断
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
・

学
科
の
卒
業
生
が
就
職
す
る
主
な
職
業
を
調

べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

例
え
ば
、「
Ｒ 

現
実
的
」
が
高
け
れ
ば
、

農
学
部
・
工
学
部
・
工
芸
学
科
・
調
理
学
科
な

ど
、「
Ｉ 

研
究
的
」
が
高
け
れ
ば
、
医
薬
理

工
系
な
ど
、「
Ａ 

芸
術
的
」
が
高
け
れ
ば
、

芸
術
学
部
・
文
学
部
・
演
劇
学
科
な
ど
、「
Ｅ 

企
業
的
」
が
高
け
れ
ば
経
営
学
部
や
歴
史
学

科
な
ど
、「
Ｃ 

慣
習
的
」
は
法
学
部
、
商
業

系･

簿
記･

ビ
ジ
ネ
ス
系
な
ど
、
興
味
を
持

ち
そ
う
な
学
部
・
学
科
の
学
校
案
内
な
ど
を

見
せ
て
、
自
分
の
興
味
と
の
フ
ィ
ッ
ト
具
合

を
確
認
さ
せ
ま
す
。
高
校
生
は
、
知
っ
て
い

る
世
界
が
狭
い
た
め
、
自
分
が
興
味
を
持
て

そ
う
な
学
部
・
学
科
を
見
つ
け
る
こ
と
に
た

い
へ
ん
苦
労
し
ま
す
。

看
護
師
を
希
望
す
る
Ａ
さ
ん

彼
女
は
、
小
学
校
時
代
の
入
院
経
験
が
き
っ

か
け
で
、
看
護
師
を
希
望
す
る
よ
う
に
な
っ
た

高
校
１
年
生
の
女
子
生
徒
で
、
面
倒
見
も
よ
く
、

頑
張
り
屋
で
、
友
人
か
ら
の
信
望
も
厚
く
、
心

優
し
く
、
人
気
者
だ
。
彼
女
は
、
小
さ
い
と
き

か
ら
の
夢
を
実
現
し
た
い
と
、
２
年
次
か
ら
、

生
物･

化
学
・
数
学
Ⅱ
と
い
う
科
目
を
取
り
た

い
と
希
望
し
て
い
た
。

Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、「
Ｓ 

社
会
的
」

「
Ｅ 

企
業
的
」
が
と
も
に
高
く
、「
Ｉ 

研
究
的
」

「
Ｒ 

現
実
的
」
が
低
い
と
い
う
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

カウンセリング
事例１

ＶＲＴ×高校

事
例
①
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く
ら
い
だ
。
本
人
だ
け
の
主
張
を
鵜
呑
み
に
す

る
こ
と
な
く
、
客
観
的
な
検
査
結
果
を
も
と
に

判
定
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
だ
と
感
じ
て
い

る
。
ま
た
、
頭
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
す
る
だ
け
で

な
く
、
実
際
に
体
験
し
た
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
理
解
を
深

め
、
進
路
情
報
を
適
切
に
活
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
も
の
で
あ
る
。

服
飾
系
の
専
門
学
校
を
希
望
す
る

Ｃ
く
ん

服
飾
デ
ザ
イ
ン
や
縫
製
技
術
に
つ
い
て
し
っ

か
り
学
び
た
い
と
言
っ
て
い
た
Ｃ
く
ん
。
服
飾

販
売
に
強
い
関
心
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、「
Ｒ 

現
実
的
」

「
Ａ 

芸
術
的
」
が
低
い
と
い
う
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

に
な
っ
た
。「
Ｅ 

企
業
的
」
が
高
い
の
で
、
経

営
系
が
向
く
こ
と
を
伝
え
る
と
、
将
来
、
ア
パ

レ
ル
系
の
店
舗
を
持
つ
こ
と
が
夢
で
、
そ
の
た

め
に
は
、
服
飾
デ
ザ
イ
ン
や
縫
製
技
術
に
つ
い

て
知
っ
て
お
く
と
、
き
っ
と
役
に
立
つ
と
考
え

た
と
の
こ
と
。「
Ｅ 

企
業
的
」が
高
い
こ
と
か
ら
、

戦
略
的
思
考
性
を
備
え
て
い
る
た
め
に
、
服
飾

系
の
専
門
学
校
を
志
望
し
て
し
ま
っ
た
よ
う

だ
。
四
年
制
大
学
の
経
営
学
部
の
学
校
案
内
を

見
せ
る
と
、
服
飾
系
の
専
門
学
校
よ
り
興
味
を

持
て
そ
う
な
講
座
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
話
し

て
い
た
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
赴
き
、
最

終
的
に
は
経
営
学
部
へ
の
進
学
を
決
定
し
た
。

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
進
路
希
望
に
は
本
人
な

り
の
理
由
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
理
由
に
対
し
て

妥
当
な
進
路
希
望
な
の
か
相
談
を
通
し
て
検
討

し
て
い
く
活
動
は
と
て
も
大
切
な
指
導
で
あ
る
。

が
高
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。「
工
芸
や
、

栽
培
、
飼
育
に
興
味
が
出
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
」

と
話
し
た
と
こ
ろ
、
実
は
仏
像
を
見
る
の
が
と

て
も
好
き
で
、
鎌
倉
ま
で
よ
く
足
を
運
ぶ
こ
と

が
あ
る
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
伝
統
工
芸
系
の

専
門
学
校
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
せ
た
と
こ

ろ
、
興
味
を
持
ち
、
体
験
入
学
に
行
っ
て
み
た
い

と
言
い
出
し
た
。
体
験
入
学
な
ど
に
参
加
す
る

う
ち
に
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

就
き
た
い
と
い
う
話
は
全
く
し
な
く
な
っ
た
。

当
初
、
商
業
科
目
を
中
心
に
ビ
ジ
ネ
ス
系
の

科
目
を
選
択
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
最
終
的

に
美
術
工
芸
の
科
目
を
中
心
に
選
択
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

憧
れ
の
職
業
に
つ
い
て
、
表
面
的
な
職
業
イ

メ
ー
ジ
だ
け
で
職
業
を
選
ぶ
こ
と
は
、
中
学
生
・

高
校
生
の
時
期
に
し
ば
し
ば
起
こ
る
事
象
で
あ

る
。
自
分
の
興
味
分
野
を
適
切
に
表
現
で
き

る
生
徒
の
ほ
う
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る

時
間
割
は
、
理
科
系
科
目
だ
け
に
な
ら
な
い
よ

う
に
配
慮
し
な
が
ら
、
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

理
科
系
科
目
が
嫌
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
Ｓ 

社
会
的
」
の
高
い
生
徒
で
看
護
師
を
目
指
す

ケ
ー
ス
は
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
。
看
護
系
に
進

学
し
た
あ
と
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
気
づ
く
こ
と
も

あ
り
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
実
施
に
よ
り
、
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
未
然
に
防
ぐ
の
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

希
望
す
る
Ｂ
さ
ん

グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
に
就
き
た
い
と
い
う
友

人
と
一
緒
に
相
談
に
来
た
１
年
生
の
Ｂ
さ
ん

は
、
結
婚
式
の
華
や
か
さ
に
憧
れ
て
ブ
ラ
イ
ダ

ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
就
き
た
い
と
語
っ
て

い
た
。

Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、「
Ｓ 

社
会
的
」

「
Ｅ 

企
業
的
」
も
高
く
は
な
く
、「
Ｒ 

現
実
的
」

Ｓ社会的

Ａ芸術的

Ｉ研究的

Ｃ慣習的

Ｅ企業的

Ｒ現実的
100
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85 85
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事例①　VRT　結果プロフィール
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に
な
っ
た
。「
Ｉ 

研
究
的
」
が
低
い
こ
と
か
ら
、

理
系
科
目
へ
の
興
味
が
心
配
さ
れ
た
の
で
、
生

物
や
化
学
は
好
き
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
あ
ま

り
好
き
で
は
な
い
と
の
こ
と
。
看
護
師
に
な
る

夢
は
あ
き
ら
め
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
、
嫌
い
で

も
頑
張
る
と
言
い
張
る
。

し
か
し
、
看
護
師
を
続
け
る
限
り
、
理
科
に

つ
い
て
学
び
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
知
識
を

持
っ
て
い
る
か
い
な
い
か
で
患
者
の
生
死
を
分

か
つ
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
の
よ
う
な

重
大
な
責
務
が
あ
る
こ
と
を
話
し
た
。
サ
ー
ビ

ス
職
や
販
売
職
、
福
祉
系
の
職
業
な
ど
も
提
案

し
、
し
ば
ら
く
考
え
た
い
と
返
答
。
数
日
後
、

こ
こ
で
看
護
師
を
あ
き
ら
め
る
の
は
心
残
り
な

の
で
、
２
年
次
で
、
理
科
を
学
ん
で
み
て
、
苦

手
意
識
を
確
認
し
た
い
と
申
し
出
て
き
た
。
看

護
師
以
外
の
職
業
に
つ
い
て
も
調
べ
て
み
て
、

将
来
の
進
路
を
探
究
し
て
み
る
と
、
前
向
き
に

話
し
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
２
年
次
の

事
例
②

事
例
③

（「
職
業
研
究
」２
０
１
６
№
１
よ
り
）

※各事例は、本人が特定できない程度に変更を加えています。
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か
、
生
き
物
は
モ
ノ
と
し
て
目
に
見
え
る
か
ら

わ
か
り
や
す
い
。

国
語
は
嫌
い
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
例
え
ば
文
学

作
品
の
解
釈
な
ん
て
人
そ
れ
ぞ
れ
の
は
ず
な
の

に
、
試
験
で「
彼
は
そ
の
時
ど
う
思
っ
た
か
」み

た
い
な
問
題
が
出
る
と
、
正
解
な
ん
て
あ
る
の

か
っ
て
気
が
し
て
ど
う
も
苦
手
。

社
会
の
科
目
な
ん
か
も
、
歴
史
と
か
制
度
、

シ
ス
テ
ム
っ
て
い
う
の
は
、
過
去
に
あ
っ
た
、

あ
る
い
は
今
実
在
し
て
る
の
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
ど
う
も
カ
タ
チ
の
な
い
概
念
の
世
界
の
話

み
た
い
で
、
あ
ま
り
得
意
と
は
言
え
な
い
か
な
。

実
体
が
確
か
な
も
の
の
ほ
う
が
好
き
な
ん
だ
と

思
う
。

●
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
を
受
け
て
み
て

検
査
は
結
構
な
集
中
が
必
要
で
、
疲
れ
た
。

で
も
、
結
果
を
見
る
と
納
得
で
き
る
気
は
し
た
。

書
記
的
知
覚
と
い
う
の
は
注
意
力
み
た
い
な
も

の
ら
し
く
、
自
分
で
も
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
几

帳
面
タ
イ
プ
だ
と
思
う
し
、
細
か
い
と
こ
ろ
に

気
が
つ
く
ほ
う
。
よ
く
注
意
深
く
観
察
し
て
い

る
ね
、
と
言
わ
れ
た
り
す
る
。
ガ
サ
ツ
な
の
は

嫌
い
だ
し
。

数
理
能
力
が
高
い
っ
て
出
た
の
は
嬉
し
い
。

大
学
に
進
学
す
る
つ
も
り
だ
が
、
理
系
の
学
部

に
傾
い
て
き
た
か
な
。

実
験
し
た
り
、
計
算
・
集
計
し
て
数
値
化
さ

れ
た
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
と
か
い
っ
た
勉
強
に

は
興
味
が
あ
る
。

医
療
関
係
の
仕
事
に
は
、
通
院
し
て
い
た
病

院
の
医
師
・
ス
タ
ッ
フ
の
親
切
さ
が
有
難
か
っ

た
と
い
う
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
関
心
を
持
っ
た

わ
け
だ
け
ど
、
数
理
的
な
面
を
活
か
せ
る
職
業

が
な
い
か
な
ど
に
つ
い
て
も
知
り
た
い
。

そ
こ
で
医
師
や
看
護
師
に
感
じ
た
の
は
、
お

そ
ら
く「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」と
い
う
こ
と

だ
と
思
う
が
、
そ
の
時
そ
の
場
面
で
必
要
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
最
も
適
切
に
提
供
で
き
る
と

い
う
こ
と
、
そ
れ
は
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
厳
し
さ
を
伴
う
わ
け
だ
け
ど
、
や
っ

ぱ
り
そ
れ
が
プ
ロ
だ
な
、
と
。
そ
し
て
、
日
々

の
仕
事
そ
の
も
の
が
患
者
に
感
謝
さ
れ
る
こ
と

に
直
結
す
る
。

そ
れ
で
医
療
分
野
に
関
心
を
持
っ
た
。
さ
す

が
に
医
者
は
無
理
だ
け
ど
、
医
療
関
連
の
仕
事

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
み
た
い
な
の
で
、
知
り
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

考
え
て
み
る
と
、
テ
ニ
ス
っ
て
相
手
の
嫌
が

る
と
こ
ろ
に
球
を
打
つ
の
が
基
本
で
、
い
か
に

裏
を
か
く
か
、
い
か
に
打
ち
負
か
す
か
っ
て
い

う
競
技
。
よ
り
意
地
悪
に
な
れ
た
ほ
う
が
勝

ち
。
対
戦
競
技
は
全
部
そ
う
な
の
か
も
し
れ
な

い
け
ど
。
な
ん
か
医
者
と
患
者
の
関
係
と
い
う

の
と
対
極
に
あ
る
み
た
い
な
気
も
し
て
、
正
直
、

練
習
中
に
時
々
冷
め
た
気
分
に
な
る
こ
と
も
あ

る
、
最
近
。

●
得
意
科
目
な
ど

得
意
な
科
目
は
数
学
。
暗
算
な
ん
か
は
わ
り

と
楽
に
で
き
る
し
、
筋
道
立
て
て
考
え
て
問
題

を
解
く
と
い
う
の
が
い
い
。
明
快
で
あ
い
ま
い

な
部
分
が
な
い
と
い
う
か
。
自
分
で
は
理
数
系

に
向
い
て
る
の
か
な
と
思
い
、
６
月
の
進
路
希

望
調
査
で
は
理
系
を
選
択
し
た
。

好
き
な
科
目
は
、
体
育
と
か
生
物
。
練
習
す

れ
ば
上
手
く
な
る
、
あ
る
程
度
結
果
が
出
る
、

と
い
う
と
こ
ろ
が
体
育
に
は
あ
る
か
ら
。
水
泳

や
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
よ
り
、
好
き
な
の
は
球
技
系
。

生
物
も
対
象
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
い
う

●
テ
ニ
ス
の
部
活
に
打
ち
込
む

中
学
１
年
か
ら
テ
ニ
ス
を
続
け
て
い
る
。
小

学
生
の
時
は
ず
っ
と
近
所
の
チ
ー
ム
で
野
球
を

や
っ
て
い
て
甲
子
園
に
憧
れ
て
た
り
し
た
。
中

学
で
テ
ニ
ス
部
に
入
っ
た
の
は
、
野
球
部
が
な

か
っ
た
か
ら
。
校
庭
の
広
さ
の
問
題
だ
っ
た
ら

し
い
け
ど
、
入
学
時
は
悔
し
く
思
っ
た
。
結
構

強
打
者
と
言
わ
れ
て
た
の
に
。
こ
れ
で
甲
子
園

の
夢
は
な
く
な
っ
た
な
、
と
。

で
も
、
テ
ニ
ス
も
や
っ
て
み
る
と
面
白
い
も

ん
で
、
だ
ん
だ
ん
熱
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
練

習
に
も
真
面
目
に
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
だ
し
、

２
年
の
時
に
市
の
大
会
で
ベ
ス
ト
８
ま
で
進
ん

だ
。
高
校
で
も
迷
わ
ず
テ
ニ
ス
部
に
入
っ
た
。

●
医
療
の
仕
事

中
３
の
時
、
テ
ニ
ス
の
練
習
中
に
足
を
骨
折

し
て
し
ま
っ
た
。
し
ば
ら
く
通
院
し
た
が
、
そ

の
時
の
病
院
の
医
師
、
看
護
師
の
対
応
が
い
ま

だ
に
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
病

気
も
ケ
ガ
も
ほ
と
ん
ど
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
不
安
だ
っ
た
が
、
看
護
師
さ
ん

は
ど
う
す
れ
ば
患
者
が
安
心
で
き
る
か
よ
く
わ

か
っ
て
い
て
、
自
然
に
温
か
く
接
し
て
く
れ
た
。

ま
た
、
医
師
が
ケ
ガ
の
状
態
や
今
後
の
進
め

方
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
た
の

で
、
自
分
で
理
解
・
納
得
し
て
治
療
を
受
け
ら

れ
た
。
信
頼
で
き
る
専
門
家
と
い
う
感
じ
だ
っ

た
し
、
率
直
に
感
謝
の
気
持
ち
が
生
じ
た
。
多

少
日
常
生
活
に
不
自
由
が
生
じ
た
け
れ
ど
、
治

る
ま
で
前
向
き
に
通
院
を
続
け
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

高校での文理選択の
ヒントとして
—自分は何が得意なのか能力的特徴を知る—

カウンセリング
事例２

ＧＡＴＢ×高校

県立高校普通科１年生

武くん（男子／仮名）

　

武
く
ん
の
こ
と
ば

編集部

と担任教師の秋の面談から
事
例
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Ｑ（書記的知覚）、Ｎ（数理能力）、Ｍ（手腕の器用さ）の順に得点が高い。
120、109、108 といずれも 100 点以上で、高校生の平均点を上回っている。
他にもＧ（知的能力）、Ｋ（運動共応）は平均点以上。

武くんのGATBの結果

（「
職
業
研
究
」２
０
１
９
№
２
よ
り
）

●
武
く
ん
の
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
結
果

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
結
果
で
は
、
Ｑ（
書
記
的
知

覚
）、Ｎ（
数
理
能
力
）、Ｍ（
手
腕
の
器
用
さ
）

の
順
に
得
点
が
高
く
、
い
ず
れ
も
１
０
０
点

以
上
で
高
校
生
の
平
均
点
を
上
回
っ
て
い

る
。
他
に
も
Ｇ（
知
的
能
力
）、
Ｋ（
運
動
共

応
）は
平
均
点
以
上
。

１
位
の
Ｑ（
書
記
的
知
覚
）
は
、
印
刷
物

の
校
正
、
帳
票
の
記
載
や
チ
ェ
ッ
ク
、
表
の

作
成
作
業
な
ど
を
行
う
際
に
必
要
な
能
力
で

あ
り
、
日
常
生
活
で
の
注
意
力
も
こ
の
能
力

に
該
当
す
る
。
関
連
す
る
職
業
分
野
に
は
事

務
、
機
械
・
装
置
の
運
転
看
視
、
看
護
・
保

健
医
療
、
警
備
、
保
安
な
ど
が
あ
る
。

２
位
の
Ｎ（
数
理
能
力
）は
、
各
種
計
算
、

集
計
作
業
、数
量
管
理
・
分
析
、金
銭
管
理
な

ど
を
行
う
際
に
必
要
と
な
る
能
力
で
あ
る
。

関
連
す
る
職
業
分
野
に
は
経
理
・
会
計
、工
学
・

技
術
の
開
発
応
用
、測
定
・
分
析
な
ど
が
あ
る
。

科
目
で
は
数
学
と
の
関
連
が
高
い
。
武
く

ん
の
数
学
の
成
績
が
よ
い
こ
と
は
頷
け
る
。

３
位
の
Ｍ（
手
腕
の
器
用
さ
）
は
、
ハ
ン

ド
ル
や
レ
バ
ー
を
操
作
す
る
作
業
、
道
具
を

巧
み
に
扱
う
作
業
を
行
う
際
に
必
要
な
能
力

で
あ
る
。
関
連
す
る
職
業
分
野
に
は
加
工
・

組
立
、
造
形
、
理
容
・
美
容
な
ど
が
あ
る
。

体
育
の
中
で
も
、
マ
ラ
ソ
ン
や
水
泳
よ
り

球
技
が
好
き
だ
と
い
う
の
は
、
Ｍ
が
高
い
か

ら
か
も
し
れ
な
い
。

●
興
味
の
あ
る
職
業
と
の
関
連

中
学
時
代
、
ケ
ガ
で
長
期
間
通
院
し
た
際

に
感
じ
た
医
療
関
係
者
へ
の
有
難
さ
が
印
象

に
残
っ
て
い
て
、
医
療
系
の
仕
事
に
興
味
が

あ
る
と
い
う
武
く
ん
。

保
健
医
療
系
の
仕
事
と
し
て
は
、
Ｑ
に
関

連
す
る
職
業
例
に
は「
作
業
療
法
士
」「
薬

剤
師
」
な
ど
が
あ
り
、
Ｎ
に
関
連
す
る
職
業

例
に
は「
臨
床
検
査
技
師
」「
診
療
放
射
線

技
師
」が
あ
る
。

職
業
名
を
聞
い
て
、
第
一
印
象
は
ど
う
だ

ろ
う
。
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
は

ど
の
よ
う
な
作
業
、
仕
事
で
成
り
立
つ
職
業

な
の
か
探
っ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

そ
ろ
そ
ろ
文
理
を
最
終
的
に
決
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
を
大
学
の
進
路

を
決
め
る
ヒ
ン
ト
と
し
、
こ
れ
ら
の
職
業
の

仕
事
内
容
や
求
め
ら
れ
る
能
力
に
つ
い
て
さ

ら
に
調
べ
て
み
て
は
ど
う
か
。

　

担
任
教
師
の
こ
と
ば

※事例は、本人が特定できない程度に変更を加えています。
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職場適応支援における
ＧＡＴＢの活用と課題

近畿大学　教職教育部
准教授　
向後礼子

　

は
じ
め
に

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
就
労
支
援

に
お
い
て
個
々
人
の
職
業
適
性
を
把
握
す
る

た
め
の
活
動
は
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
職
業

適
性
に
は「
作
業
が
速
く
正
確
に
遂
行
で
き

る
か
」
だ
け
で
な
く
、「
興
味
・
関
心
が
あ
る

か
」「
意
欲
が
あ
る
か
」「
自
信
が
あ
る
か
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
含
ま
れ
る
。

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
こ
こ

で
は
、
職
業
適
性
の
う
ち
、
作
業
遂
行
の
ス

キ
ル（
能
力
的
な
側
面
）
を
検
討
す
る
際
に

多
く
活
用
さ
れ
て
い
る
、
厚
生
労
働
省
編
一

般
職
業
適
性
検
査（
以
下
、「
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
」）

を
用
い
て
職
場
適
応
支
援
を
行
っ
た
事
例
を

通
し
て
、
支
援
の
実
際
と
利
用
の
際
の
課
題

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

事
例
か
ら

通
常
の
教
育
歴
が
あ
り
、
卒
業
後〝
一
般

扱
い
〟
の
就
職
を
し
た
２
事
例
。
両
事
例
と

も
職
場
適
応
支
援
の
た
め
に
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
を
利

用
し
た
事
例
で
あ
る
。

な
お
、
事
例
Ａ
は
、
離
転
職
の
経
験
を
経

て
、
障
害
者
雇
用
に
よ
る
職
場
適
応
を
検
討

す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
事
例
Ｂ
で
は〝
一

般
扱
い
”
の
就
労
に
お
い
て
配
置
転
換
に
よ

る
雇
用
継
続
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

  

高
校
卒
業
後
、
学
校
紹
介
に
よ
り
検
品

の
仕
事
に
就
く
。
作
業
遂
行
が
難
し
く
、

離
職
。
そ
の
後
、
職
業
安
定
所
の
紹
介
で

製
造
に
関
わ
る
仕
事
等
に
就
く
が
、
数
ヵ

月
で
離
職
。
学
校
在
学
中
に
学
習
障
害
の

診
断
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
職
業
相
談
を

開
始
。
学
校
時
代
に
も
体
育
や
図
画
・
工

作
な
ど
の
課
題
で
、
う
ま
く
い
か
な
い
と

い
う
思
い
は
抱
え
て
い
た
が
、
職
業
選
択

に
お
い
て
は
、
学
習
障
害
の
診
断
が
あ
る

こ
と
も
、
特
性
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。

カウンセリング
事例３

ＧＡＴＢ×社会人—学習障害を診断された事例から—

（注）実際の評価票では 40 以下は表記されない。

図１　事例Ａ / 事例Ｂのプロフィール

事
例
Ａ
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と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
に
よ
る

評
価
は
、
主
に「
作
業
遂
行
の
ス
キ
ル
」「
速

度
と
精
度
」に
関
す
る
部
分
の
評
価
で
あ
り
、

職
場
適
応
支
援
の
観
点
か
ら
は
、
図
２
に
示

す
、
よ
り
多
面
的
な
就
労
準
備
性
を
め
ぐ
る

課
題
＊
に
つ
い
て
、
検
討
が
な
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

【
引
用
文
献
】

＊
向
後
礼
子「
発
達
障
害
の
あ
る
人
の
就
労
を
め
ぐ
る

課
題
へ
の
取
り
組
み
―
学
校
時
代
の
課
題
と
の
関

連
を
考
え
る
―
」『
発
達
』
１
２
９
号
、
26
〜
32
頁
、

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
２
０
１
２

配
置
可
能
な
業
務
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に

よ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
業

務
再
設
計
が
困
難
な
場
合
に
は
、
離
転
職
も

視
野
に
入
れ
た
支
援
が
必
要
と
な
る
。

※
両
事
例
と
も
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
本
質
を

損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
を
加
え
た
。

職
場
適
応
支
援
に
お
け
る
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ

―
就
労
準
備
性
を
め
ぐ
っ
て
―

今
回
の
２
事
例
に
関
し
て
、
特
に
事
例
Ａ

に
関
し
て
は
、
相
談
の
中
で
作
業
遂
行
上
の

課
題
だ
け
で
な
く「
基
本
的
労
働
習
慣
」「
対

人
ス
キ
ル
」
な
ど
の
点
で
も
課
題
が
あ
る
こ

大
学
卒
業
後
、
不
器
用
さ
は
認
識
し
て

い
た
も
の
の
〝
や
り
た
い
こ
と
”
を
重
視

し
て
希
望
の
仕
事
に
就
く
。
し
か
し
、
手

指
を
使
う
作
業
が
多
く
、
作
業
遂
行
の
精

度
・
速
度
共
に
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
ま

た
、
徐
々
に
対
人
関
係
面
で
も
う
ま
く
い

か
な
い
と
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

た
だ
し
、
巧
緻
性
を
要
求
さ
れ
な
い
仕
事

で
あ
れ
ば
、〝
で
き
る
”
可
能
性
が
高
い
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
配
置
転
換
の
可
能
性
が

検
討
さ
れ
た
。

な
お
、
自
ら
の
特
性
に
つ
い
て
学
習
障

害
を
疑
い
、
卒
業
後
に
診
断
を
得
て
い
た
。

両
事
例
共
に
、
学
校
在
学
中
か
ら
不
器
用

さ
に
関
す
る
自
覚
は
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
職
業
選
択
に
お
い
て
、
不
器
用

さ
は
も
と
よ
り
、
そ
の
他
の
学
習
障
害
の
特

性
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。

特
に
事
例
Ａ
で
は
、
学
校
紹
介
で
あ
っ
た

が
、
困
難
の
現
れ
方
に
つ
い
て
の
検
討
が
十

分
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。確
か
に
、在

学
中
の
活
動
に
お
い
て
不
器
用
さ
は
数
値
化

さ
れ
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
他
者
と
の
比
較

が
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。加
え
て
、Ｇ
Ａ
Ｔ

Ｂ
の
結
果
か
ら
は
、
作
業
指
示
の
理
解
に
も

支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

ま
た
、
事
例
Ｂ
に
お
い
て
遂
行
可
能
な
業

務
へ
の
配
置
転
換
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、

図２　就労準備性をめぐる課題

事
例
Ｂ

（「
職
業
研
究
」２
０
１
２
夏
季
号
よ
り
）
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商社の営業職志望から
IT業界SEに方向転換

こころとキャリアのカウンセリングオフィス結
ゆう

代表　
山本公子

　
大
学
商
学
部
４
回
生  

Ａ
さ
ん 

（
21
歳
・
女
性
）

商
社
の
営
業
を
目
指
し
て

大
学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
来
所
し
た

Ａ
さ
ん
は
、
き
ち
ん
と
整
っ
た
文
字
で
相
談

票
を
記
入
。
お
だ
や
か
で
控
え
め
な
印
象
だ

が
、
実
は
頑
張
り
屋
。
最
も
厳
し
い
ゼ
ミ
に

所
属
し
、学
生
が
自
主
的
に
研
究
を
進
め
、企

業
と
の
共
同
研
究
で
成
果
を
あ
げ
た
。ま
た
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
は
チ
ー
ム
を

ま
と
め
、
部
門
賞
を
と
っ
た
。
部
活
は
会
計

学
関
係
で
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
を
し
て
い
た
。

　

商
社
の
営
業
の
仕
事
に
就
き
た
い
。
お
客
様

と
お
客
様
の
間
に
立
ち
、
相
互
に
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
価
値
や
製
品
を
生

み
出
す
仕
事
に
面
白
み
を
感
じ
た
か
ら
。
大
き

な
お
金
を
動
か
す
こ
と
や
仕
事
の
達
成
感
が
数

字
で
見
え
る
の
も
魅
力
。

本
当
は
総
合
職
と
し
て
ば
り
ば
り
働
き
た
い

が
、
あ
ま
り
体
が
丈
夫
で
は
な
い
の
で
無
理
な
働

き
方
は
し
た
く
な
い
た
め
、一
般
職
も
考
え
て
い
る
。

自
分
の
強
み
は
課
題
を
発
見
し
、
計
画
的
に

改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
だ
と
思
う
。

個
別
指
導
の
学
習
塾
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
て
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
教
え
、
新
人

講
師
の
教
育
も
し
て
い
た
。
塾
生
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
る
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
と
き

は
、
ま
ず
子
ど
も
た
ち
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ

て
要
因
を
分
析
し
、
頑
張
る
気
持
ち
に
な
れ

る
よ
う
、
出
席
ポ
イ
ン
ト
や
ギ
フ
ト
制
度
、
周

知
の
方
法
を
改
善
す
る
な
ど
複
数
の
提
案
を
し

て
、
実
際
に
出
席
率
、
塾
生
の
や
る
気
、
利
用

者
数
な
ど
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
成
果
を
あ
げ
た
。

持
ち
駒
が
な
く
な
っ
て

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
落
ち
る

―
―
可
能
性
を
探
る
た
め
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
を
実
施

十
分
に
力
の
あ
り
そ
う
な
Ａ
さ
ん
だ
が
、選

考
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。金
融
系
に
は
興
味

が
な
く
、イ
ン
テ
リ
ア
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
興
味

が
あ
り
、繊
維
関
係
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
。繊

維
、生
地
・服
地
、紳
士
服
ま
で
、魅
力
が
あ
る

と
思
う
商
社
を
選
ん
で
は
、営
業
職
や
総
合
職

で
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。書
類
は
通
っ
て
も
、一
次

面
接
が
な
か
な
か
通
ら
な
い
。業
界
を
広
げ
、

一
般
職
に
も
応
募
し
た
が
う
ま
く
い
か
な
い
。

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
添
削
に
も
来
室
。

話
を
聴
い
て
、テ
ー
マ
を
ゼ
ミ
中
心
か
ら
ア

ル
バ
イ
ト
を
入
れ
た
り
、
内
容
を
整
理
し
て

文
字
数
を
減
ら
し
た
り
、具
体
的
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
入
れ
て
自
分
ら
し
さ
を
表
現
す
る
よ
う

に
し
て
も
ら
っ
た
。
し
か
し
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
落
ち
て
い
る
様
子
が
見
て
と
れ
た
の
で
、

可
能
性
を
探
る
た
め
に
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ（
厚
生
労

働
省
編
一
般
職
業
適
性
検
査
）を
実
施
す
る
。

結
果
は
全
体
に
優
れ
て
お
り
、
認
知
機
能

は
数
理
以
外
の
評
価
段
階
は
Ａ
で
、
と
り
わ

け
言
語
能
力
が
高
か
っ
た
。
知
覚
機
能
、
手

腕
や
指
先
の
器
用
さ
を
含
む
運
動
機
能
と

も
、
普
通
か
ら
や
や
良
い
範
囲
だ
っ
た
。
そ

の
結
果
、
適
性
職
業
群
の
照
合
で
は
、
自
然

科
学
系
の
専
門
職
、
医
師
等
だ
け
が「
Ｌ
：

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
」
ほ
か
は
、
す
べ

て
の
職
業
群
に
適
性
あ
り
と
な
っ
た
。
Ａ
さ

ん
は
、
幅
広
い
職
業
に
十
分
な
可
能
性
あ
り

と
出
た
こ
と
で
、
少
し
自
信
が
持
て
た
よ
う

で
、
活
動
範
囲
を
広
げ
た
い
と
述
べ
た
。

　

Ｉ
Ｔ
業
界
の
Ｓ
Ｅ
職
に
出
会
う

　

食
品
業
界
で
好
き
な
ブ
ラ
ン
ド
の
関
連
会
社

の
説
明
会
に
出
た
と
こ
ろ
、
Ｓ
Ｅ
の
募
集
だ
っ

た
。
Ｓ
Ｅ
に
興
味
は
な
か
っ
た
が
、
話
を
聞
い
て

い
た
ら
で
き
る
か
も
と
思
え
た
。「
お
客
様
の
要

望
を
聴
い
て
形
に
す
る
、課
題
を
解
決
し
て
い
く

よ
う
な
仕
事
で
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

大
事
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
自
分
が
ゼ
ミ
活

動
や
塾
講
師
の
仕
事
で
や
っ
て
い
る
こ
と
な
の

で
、
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
興
味
が
湧
い
た
。

夏
に
来
た
と
き
は
、「
２
社
で
内
定
が
と

れ
、
本
命
の
会
社
は
最
終
の
結
果
待
ち
」
と

報
告
が
あ
る
。

　

内
定
の
１
社
は
Ｓ
Ｅ
だ
っ
た
。Ｉ
Ｔ
の
知
識
は

入
社
し
て
か
ら
研
修
が
あ
る
が
、Ｓ
Ｅ
は
理
系
の

人
が
多
い
。
会
社
か
ら「
ス
キ
ル
が
な
い
の
に
文

系
を
採
る
の
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
人
を
求
め

て
い
る
か
ら
。
必
要
な
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
。
お
客
様
の
話
を
聴
い
て
問
題
を
見
つ
け
、

理
系
の
人
と
の
間
に
立
っ
て
、
双
方
に
伝
え
て

い
く
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」と
言
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
Ａ
さ
ん
は
そ
の
Ｉ
Ｔ
企
業
に
入

社
が
決
ま
る
。

就
職
活
動
の
振
り
返
り

　

商
社
は
企
業
と
し
て
の
魅
力
が
あ
り
、
仕
事
が

面
白
い
と
思
っ
た
が
、全
く
通
ら
な
か
っ
た
。Ｓ
Ｅ

に
変
更
し
た
ら
、内
定
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

商
社
営
業
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
考
え
て

情
報
を
結
び
つ
け
て
、
課
題
を
解
決
し
て
い
く

と
こ
ろ
、
海
外
で
仕
事
が
で
き
そ
う
だ
し
、
勉

強
し
て
向
上
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
商

社
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
自

分
か
ら
発
言
し
て
、
積
極
的
に
動
い
た
つ
も
り

だ
が
、
結
果
が
出
な
か
っ
た
。
あ
と
で
思
う
と
、

カウンセリング
事例４

VRT/GATB×大学

事
例
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す
る
た
め
に
働
き
た
い
。
私
生
活
を
犠
牲
に
し

て
ま
で
仕
事
を
し
た
い
と
は
思
わ
な
い
。

Ａ
さ
ん
の
良
さ
を
見
い
だ
し
た
人
事
担
当

内
定
を
得
た
会
社
で
は
数
回
選
考
が
あ

り
、
毎
回
担
当
し
て
い
た
人
事
の
女
性
が
い

た
。
実
は
そ
の
人
が
Ａ
さ
ん
を
強
く
推
し
て

く
れ
た
。
Ａ
さ
ん
は
控
え
め
で
淡
々
と
し
て

い
る
の
で
、“
実
は
ば
り
ば
り
働
き
た
い
”

と
い
う
熱
意
が
伝
わ
り
に
く
い
。
数
回
会
っ

て
、
観
察
し
、
さ
り
げ
な
い
会
話
な
ど
か

ら
、
Ａ
さ
ん
の
聡
明
さ
、
秘
め
た
熱
意
や
頑

張
り
と
い
っ
た
良
さ
を
見
い
だ
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
Ａ
さ
ん
と
人
事
担
当
者
は
共
通
す
る

特
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

Ａ
さ
ん
に
、「
Ｓ
Ｅ
で
採
用
さ
れ
た
が
、い

ず
れ
は
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
異
動
も
あ
り
う

る
。Ａ
さ
ん
は
考
え
る
力
、観
察
力
、分
析
力
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
、成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
強
み

が
あ
る
。人
を
サ
ポ
ー
ト
し
、役
に
立
ち
た
い

と
考
え
て
い
る
。も
し
興
味
が
持
て
る
な
ら
、

将
来
、採
用
や
研
修
を
担
当
し
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

す
る
よ
う
な
人
事
や
研
修
、
労
務
分
野
に
も

向
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」と
伝
え
る
と
、

Ａ
さ
ん
は
、「
人
事
や
労
務
な
ど
に
も
興
味
が

あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
経
験
し
て
い
き
た

い
。
ま
ず
は
Ｓ
Ｅ
と
し
て
専
門
の
勉
強
を
し

て
、
働
い
て
い
き
た
い
」と
明
る
く
語
っ
た
。

自
信
の
強
い「
Ｃ 

慣
習
的
」「
Ｉ 

研
究

的
」、
そ
し
て「
Ｓ 

社
会
的
」
と
い
う
特
性

や
、
強
み
、
良
さ
を
活
か
し
て
、「
人
の
役
に

立
ち
た
い
」
と
い
う
思
い
を
実
現
で
き
そ
う

な
仕
事
に
就
く
こ
と
に
な
っ
た
Ａ
さ
ん
。
今

後
、
熱
意
と
堅
実
な
働
き
方
で
、
粘
り
強
く

希
望
の
キ
ャ
リ
ア
を
築
い
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
る
。

興
味
で
は「
Ａ 

芸
術
的
」
が
最
高
で
、
繊

維
関
係
の
業
界
を
選
ん
だ
こ
と
や
、趣
味
が
、

映
画
鑑
賞
や
料
理
、
旅
行
で
、
書
道
も
長
年

習
っ
て
い
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
よ
う
だ
。

自
信
が「
Ｃ 

慣
習
的
」「
Ｉ 

研
究
的
」「
Ｓ 

社
会
的
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
Ａ
さ

ん
は
、
大
学
進
学
の
と
き
、
生
活
の
心
配
が

な
け
れ
ば
日
本
史
を
学
ん
で「
学
芸
員
」
に

な
り
た
か
っ
た
、
で
も
、
そ
れ
で
は
就
職
で

き
な
い
だ
ろ
う
と
、
勉
強
が
し
っ
か
り
で
き

て
、
就
職
に
困
ら
な
い
商
学
部
を
選
ん
だ
と

堅
実
な
考
え
を
述
べ
た
。

就
職
後
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
回
答
し

て
お
り
、
人
生
に
対
す
る
考
え
方
も
堅
実
で

安
定
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
現
れ
て
い
る
。

　

組
織
の
中
で
専
門
性
を
持
っ
て
長
く
働
き
た

い
。
自
分
の
望
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
安
定

し
て
不
安
の
な
い
生
活
、
文
化
的
な
生
活
、
よ

い
上
司
に
恵
ま
れ
る
こ
と
。
望
む
生
活
を
実
現

Ａ
さ
ん
は
冷
静
に
話
を
す
る
タ
イ
プ
で
、
論

理
的
、
緻
密
で
あ
る
が
、
感
情
を
直
接
表
に

出
す
よ
う
な
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、
与

え
る
印
象
が
薄
く
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
Ｐ 

対
人
志
向
」
全
体
は
低
い
が
、下
位
尺

度「
人
の
役
に
た
つ
」は
７
点
と
非
常
に
高

か
っ
た
。
人
に
関
心
を
持
ち
役
立
ち
た
い
と

思
っ
て
い
る
が
、あ
ま
り
自
己
表
現
せ
ず
、人
と

距
離
を
と
っ
て
い
る
よ
う
だ
。Ａ
さ
ん
は
、「
私

は
社
交
的
で
は
な
い
の
で
、親
し
い
友
人
が
少

な
く
自
分
の
エ
リ
ア
を
守
っ
て
い
る
」と
言
う
。

デ
ー
タ
を
併
せ
て
み
る
と
、Ａ
さ
ん
の「
人

の
役
に
た
つ
」
は
、「
Ｓ 

社
会
的
」
社
交
的
で

親
し
く
接
す
る
、
奉
仕
す
る「
役
立
ち
方
」よ

り
は
、「
Ｅ 

企
業
的
」指
導
者
と
し
て
接
す
る
、

説
得
す
る
よ
う
な「
役
立
ち
方
」に
近
い
よ
う

だ
。「
Ｉ 
研
究
的
」も
高
い
の
で
、人
を
よ
く
観

察
し
、分
析
し
、解
決
方
法
を
考
え
上
手
に
指

導
で
き
そ
う
だ
。
そ
れ
が
対
人
ス
キ
ル
の
自

信
の
高
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

周
り
で
商
社
に
採
用
さ
れ
た
人
は
、
積
極
的
に

人
に
関
わ
っ
て
お
り
、
自
分
と
は
違
っ
て
い
た
。

Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
か
ら

Ａ
検
査（
興
味
）
は
強
弱
が
は
っ
き
り
し

て「
Ａ 

芸
術
的
」「
Ｅ 

企
業
的
」「
Ｃ 

慣
習
的
」

「
Ｉ 

研
究
的
」が
強
く
、「
Ｒ 

現
実
的
」「
Ｓ 

社
会
的
」が
弱
か
っ
た
。
し
か
し
Ｃ
検
査（
自

信
）で
は
、強
い
と
こ
ろ
は「
Ｃ 

慣
習
的
」「
Ｉ 

研
究
的
」「
Ｓ 

社
会
的
」と
な
っ
た
。

「
Ｓ 

社
会
的
」
は
自
信
と
興
味
の
差
が
大

き
く
、
Ａ
さ
ん
も「
人
間
力
に
自
信
が
あ
る
」

と
い
う
。
自
信
の
高
さ
は
、
塾
で
の
教
え
る

経
験
、
ゼ
ミ
経
験
の
積
み
重
ね
な
ど
に
裏
付

け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

Ａ
さ
ん
は「『
Ｓ 

社
会
的
』
と『
Ｐ 

対
人

志
向
』
が
こ
ん
な
に
低
い
、
そ
う
い
う
と
こ

ろ
が
商
社
が
求
め
る
人
材
と
違
っ
た
か
な
、

私
は
自
分
か
ら
人
に
向
か
っ
て
ど
ん
ど
ん
い

く
ほ
う
で
は
な
い
」
と
自
己
分
析
を
し
た
。

Ｓ社会的

Ａ芸術的

Ｉ研究的

Ｃ慣習的

Ｅ企業的

Ｒ現実的
100

100 100

85

85 85

85 85 10050

50 50

50 50

50０

100

100

85

興味
自信

VRT　結果プロフィール
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VRT　基礎的志向性のプロフィール
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GATB　適性能プロフィール

　Ｄ１　情報を集める 

　Ｄ２　好奇心を満たす

　Ｄ３　情報を活用する

　Ｐ１　自分を表現する

　Ｐ２　みんなと行動する

　Ｐ３　人の役にたつ  

　Ｔ１　物をつくる

　Ｔ２　自然に親しむ

○の数 ○の数だけ棒グラフを塗りつぶしましょう。基礎的志向性（DPT） 解　　　　説

D   

対
情
報
志
向

P   

対
人
志
向

T   

対
物
志
向

たくさんの情報を集めたいという気持ちが
強いことを示す。

世の中や社会のしくみに対して好奇心が旺盛で、
知りたい気持ちが強いことを示す。

集めた情報をきちんと整理し、順序立てて管理し、
有効に活用したい気持ちが強いことを示す。

人前できちんと意見を述べ、自己表現を行いたい
という気持ちが強いことを示す。

一人で過ごすよりたくさんの人と一緒に行動したい
という気持ちが強いことを示す。

人の気持ちに敏感で、他人の援助をしたい
という気持ちが強いことを示す。

道具や機械を使うような物づくりを好む気持ちが
強いことを示す。

自然の環境の中で動植物を観察したり、
身体を動かすことを好む気持ちが強いことを示す。
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VRT　基礎的志向性の下位尺度のプロフィール

（「
職
業
研
究
」２
０
１
６
№
１
よ
り
）

※事例は、本人が特定できない程度に変更を加えています。
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家電量販店に入社して２年、
今の仕事は苦手で転職したい

大学経済学部卒
家電量販店入社２年目

Ｋさん（男性・25歳）

新
卒
時
の
就
職
活
動
に
つ
い
て

　

新
卒
時
の
就
職
活
動
で
は
も
と
も
と
メ
ー

カ
ー
を
希
望
し
て
い
た
。
今
思
え
ば
深
く
考
え

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
会
社
の
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
代
表
的
な
の
が
メ
ー
カ
ー
だ
っ
た
、
と
い

う
感
じ
。
活
動
中
に
周
り
が
ど
ん
ど
ん
就
職
を

決
め
て
い
く
の
を
見
て
焦
っ
て
し
ま
い
、
成
り

行
き
で
決
め
て
今
の
家
電
量
販
店
に
入
社
し
た
。

現
在
の
仕
事
に
つ
い
て

　

パ
ソ
コ
ン
売
り
場
で
販
売
を
担
当
。
パ
ソ
コ

ン
に
は
そ
れ
ほ
ど
興
味
は
な
い
。お
客
さ
ん
か
ら

は
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
あ
っ
て
対
応
し
き
れ
な

い
と
思
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
毎
日
店
に
立

つ
の
を
苦
痛
に
感
じ
て
い
る
。
先
輩
を
見
て
い

る
と
、
自
分
は
つ
く
づ
く
お
客
さ
ん
を
相
手
に

臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
は
苦
手
だ
と
思
う
。

　

接
客
以
外
に
は
、
店
頭
で
の
商
品
の
陳
列

（
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
）
な
ど
の
仕
事
も
あ
る
が
、
最

も
苦
手
で
あ
る
。
工
夫
し
な
が
ら
見
る
人
に
わ

か
り
や
す
く
、
き
れ
い
に
並
べ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
な
い
。
感
覚
的
、
創
造
的
な
仕
事
は
向

い
て
な
い
と
思
う
。

好
き
な
仕
事

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
、
じ
っ
く
り
と
取
り

組
め
る
仕
事
の
ほ
う
が
好
き
。
売
上
伝
票
を
整

理
し
て
集
計
す
る
仕
事
な
ど
は
苦
に
な
ら
な

い
。
早
く
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
時
間

的
制
約
が
あ
っ
て
急
か
さ
れ
る
の
は
イ
ヤ
だ
が
。

　

自
分
と
し
て
は
大
学
の
ゼ
ミ
で
勉
強
し
た
経

理
・
会
計
の
知
識
を
生
か
し
た
経
理
事
務
の
仕

事
が
向
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
当

時
は
何
と
な
く
面
白
そ
う
だ
っ
た
か
ら
選
び
、

簿
記
２
級
を
取
っ
た
り
し
た
が
、
そ
う
い
う
志

向
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
ひ
と
つ
確

信
が
も
て
な
い
の
で
、
転
職
す
る
前
に
適
性
を

客
観
的
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
自
分
の
結
果
を
見
て

　

決
ま
っ
た
や
り
方
に
従
っ
て
、
手
堅
い
活
動

を
す
る
こ
と
を
好
む
と
い
う
傾
向
は
、
自
分
の

思
っ
て
い
た
こ
と
と
一
致
す
る
の
で
、
納
得
で

き
、
安
心
し
た
。
転
職
に
向
け
て
準
備
し
た
い

気
持
ち
に
な
っ
て
き
た
。

　

Ｃ
の
領
域
に
あ
る
仕
事
で
は
、
会
計
事
務
員
、

経
理
事
務
員
、
税
理
士
、
公
認
会
計
士
な
ど
が

気
に
な
っ
た
。

　

先
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
税
専
門
官
と

い
う
仕
事
が
あ
る
の
を
見
て
、
興
味
を
引
か
れ

た
。
き
ち
っ
と
決
ま
っ
た
こ
と
を
し
て
い
く
仕

事
で
、
自
分
に
合
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
試

験
を
受
け
て
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
準
備
を
始
め
て
勉
強
す

る
こ
と
は
、
苦
に
な
ら
な
そ
う
な
気
が
す
る
。

　

今
か
ら
勉
強
し
て
国
税
専
門
官
試
験
に
す
ぐ

カウンセリング
事例５

VRT/GATB×社会人—転職に向けた就職支援機関での適性検討—

興味

自信度

VRT　結果プロフィール

●ＫさんのVRTの結果
興味領域でのＫさんの特徴は、Ｃ領域のみが90パーセンタイル以

上と突出して高く、その他は非常に低いこと。ルールに従って行う
ような定型的な仕事に興味が高いということで、対人的な仕事（Ｓ領
域）や創造的、感覚的な能力や関心を求められる仕事（Ａ領域）には
あまり興味はないようである。一方では、組織で働き、企画を考え
たりすること（Ｅ領域）には興味も自信も一定程度あるという結果で
あった。

今の仕事は不本意で就職した。
自分にとっては一番苦手なものとの認識が強く、転職を考えている。
その前に自分の適性について検討したい。

編集部

事
例
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安
な
の
で
、客
観
的
な
デ
ー
タ
の
裏
づ
け
が
欲

し
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」と
述
べ
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
適
性
職
業
群
の
基
準
を

満
た
し
て
い
る
か
否
か
以
外
に
も
、
職
業
へ

の
意
欲
や
興
味
、
価
値
観
や
環
境
へ
の
適
応

力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
あ
る
の
で
、
希

望
す
る
仕
事
と
関
連
づ
け
て
多
角
的
に
考
え

て
み
る
こ
と
を
促
す
。

GATB　結果プロフィール

●ＫさんのGATBの結果
GATBの結果では、Ｋさんが希望する「（39）経理・会

計の仕事」の基準（Ｇ：90、Ｎ：90、Ｑ：100）を満たして
いた。書記的知覚（Ｑ）が比較的高い特徴と、VRTのＣ
領域への関心の強さを併せて考えると、経理事務の
職業は向いているといえる。公認会計士や税理士は

「（21）法務、財務の仕事」となり、所要適性能基準も高
くなり（Ｇ：125、Ｖ：125、Ｎ：100）、試験もあるので、
準備が必要である。また、プロフィールではわからな
いが、各検査の回答を個別に見てみると、間違い（誤答）
が少なく、丁寧な取り組みをしていることから、几帳
面で正確な仕事ぶりが察せられた。

合
格
す
る
と
は
思
え
な
い
の
で
、
ま
ず
は
、
と

り
あ
え
ず
別
の
道
で
就
職
す
る
こ
と
も
考
え
た

い
。
企
業
規
模
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
経
理
事
務
の

求
人
を
探
し
て
み
た
り
、
会
計
事
務
所
な
ど
に

入
っ
て
、
資
格
の
勉
強
を
す
る
と
い
う
の
も
い

い
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
人
は
、
国
税
専
門
官
、
会
計
士
な
ど
を

目
指
す
と
い
う
方
向
で
の
計
画
を
よ
り
具
体

的
に
す
る
た
め
に
、「
能
力
面
も
確
認
し
て

お
き
た
い
」
と
の
希
望
を
述
べ
た
。
次
回
、

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ（
厚
生
労
働
省
編
一
般
職
業
適
性

検
査
）を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
自
分
の
結
果
を
見
て

　

や
は
り
公
認
会
計
士
な
ど
は
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
経
理
の
仕
事
は
合
う
と
思
う
の
で
、

よ
か
っ
た
と
思
っ
た
。
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。
求

職
活
動
を
し
て
い
く
励
み
に
な
り
そ
う
。

Ｋ
さ
ん
は
や
や
心
理
検
査
に
期
待
を
し
す

ぎ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。「
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ

で
測
定
で
き
る
範
囲
で
は
適
性
が
あ
る
」
と

い
う
こ
と
で
、
こ
れ
で
何
で
も
わ
か
る
わ
け

で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
職
業
適
性

を
と
ら
え
て
い
く
必
要
も
あ
る
こ
と
を
伝
え

る
。
Ｋ
さ
ん
の
場
合
は
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
で
の
職
業

興
味
も
合
致
し
て
お
り
、
経
理
の
仕
事
へ
の

意
欲
も
あ
る
の
で
、
方
向
性
と
し
て
は
よ
い

と
思
わ
れ
る
。

後
で
、「
転
職
す
る
と
な
る
と
ち
ょ
っ
と
不

（「
職
業
研
究
」２
０
１
５
秋
季
号
よ
り
）

●
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
ヒ
ン
ト

こ
こ
ろ
と
キ
ャ
リ
ア
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
結ゆ
う　

代
表

山
本
公
子

　

相
談
支
援
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
そ
の
人
の
全
体
像
や
直
感

的
な
印
象
を
生
か
し
つ
つ
、
客
観
性
を

高
め
、
相
談
の
信
頼
性
を
増
す
こ
と
が

可
能
に
な
る
。
結
果
が
思
い
が
け
な
い

も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
一
つ
ず
つ

の
回
答
の
積
み
重
ね
に
は
、
そ
の
と
き

の
本
人
の
一
面
が
表
れ
て
い
る
。

　

ど
う
い
う
主
訴
や
目
的
を
も
っ
て
、ど

ん
な
気
持
ち
で
相
談
に
来
た
か
、
問
題

に
回
答
し
な
が
ら
、
考
え
て
い
た
こ
と
、

結
果
を
ど
う
思
っ
た
か
な
ど
、
心
の
内

は
面
談
で
話
し
合
い
、
尋
ね
て
い
く
。

　

検
査
の
結
果
に
は
、
志
向
性
や
能
力
特

徴
が
表
れ
て
い
る
。
本
人
自
身
も
結
果
説

明
を
受
け
て
、
改
め
て
自
分
の
こ
と
を
考

え
、
気
づ
き
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

※事例は、本人が特定できない程度に変更を加えています。
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キャリア・インサイトの活用

こころとキャリアのカウンセリングオフィス結
ゆう

代表　
山本公子

は
じ
め
に

「
職
業
適
性
診
断
シ
ス
テ
ム　

キ
ャ
リ
ア
・

イ
ン
サ
イ
ト
」は
、
若
年
層（
Ｅ
Ｃ
）か
ら
中

高
年
齢
層（
Ｍ
Ｃ
）
ま
で
幅
広
く
利
用
で
き

る
総
合
的
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
と
し

て
、相
談
に
活
用
し
や
す
い
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

筆
者
の
場
合
、
主
な
活
用
場
面
は
、
①
大
学

に
お
け
る
学
生
や
大
学
院
生
を
対
象
と
し
た

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
②
大
学

院
の
臨
床
心
理
科
目
で
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・

ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
導
入
、
③
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
ル
ー
ム
へ
の
来
談
者（
大
半
が
職
業

経
験
の
あ
る
成
人
）
の
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
①
②
で
の

活
用
方
法
、
事
例
を
紹
介
す
る
。

大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
の
活
用

学
生（
大
学
院
生
、
既
卒
生
を
含
む
）
の

キ
ャ
リ
ア
相
談（
個
別
相
談
）
は
予
約
制
で
、

就
職
や
進
学
と
い
っ
た
進
路
や
生
き
方
ま
で

幅
広
く
対
応
し
て
い
る
。
就
職
活
動
に
関
わ

る
も
の
が
大
半
で
あ
り
、
適
性
理
解
に
関
わ

る
も
の
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
、
自
己
Ｐ
Ｒ
、

面
接
対
策
等
就
職
活
動
の
進
め
方
、
就
活
の

悩
み
な
ど
、
メ
ン
タ
ル
面
の
問
題
、
大
学
院

進
学
等
が
あ
る
。

〝
自
己
Ｐ
Ｒ
の
書
き
方
〟
と
い
っ
た
就
活

ノ
ウ
ハ
ウ
を
求
め
て
い
る
場
合
で
も
、
自
身

の
職
業
に
対
す
る
考
え
方
、
適
性
や
価
値
観

の
理
解
と
い
っ
た
基
本
を
確
認
し
、
で
き
る

だ
け
自
己
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
。
ま
た
、

学
生
は
職
業
経
験
が
少
な
く
、
将
来
の
可
能

性
を
探
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
職
業
適
性
の

把
握
は
ウ
エ
ー
ト
が
大
き
い
。

相
談
で
は
必
要
に
応
じ
て
、
能
力
、
職
業

興
味
、
性
格
、
価
値
観
等
、
各
種
の
適
性
検

査
や
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
利
用
し
て
い
る
。

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
は
相
談
枠
約
50
分
の
中
で

は
実
施
・
採
点
・
整
理
に
時
間
が
と
ら
れ
る
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
ツ
ー
ル
は

相
談
個
室
内
で
利
用
で
き
な
い
。

個
別
相
談
で
の
利
用
方
法

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
を
組
み
込
ん
だ

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
は
、
相
談
個
室
内
に
持
ち

込
ん
で
簡
単
に
実
施
で
き
る
。
実
施
後
即
結

果
が
得
ら
れ
る
の
で
、
一
緒
に
画
面
を
見
な

が
ら
説
明
を
し
、感
想
を
聴
き
な
が
ら
、じ
っ

く
り
相
談
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

相
談
時
間
内
で
は
、「
適
性
診
断
コ
ー

ナ
ー
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
15
分
あ

れ
ば
、
適
性
評
価（
能
力
・
興
味
・
価
値
観
・

行
動
特
性
）
を
一
つ
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
行
っ

て
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
。

約
30
分
あ
れ
ば
、
あ
ま
り
悩
ま
ず
に
答
え

ら
れ
る
学
生
で
あ
れ
ば「
能
力
の
評
価
」「
興

味
の
評
価
」「
総
合
評
価
」ま
で
行
い
、フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
る（
時
間
の
か

か
る
学
生
で
あ
れ
ば
、
無
理
せ
ず
自
分
の

ペ
ー
ス
で
し
て
も
ら
う
か
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス

ト
を
持
ち
帰
り
、
じ
っ
く
り
取
り
組
ん
で
も

ら
う
。
そ
も
そ
も
検
査
よ
り
傾
聴
を
優
先
す

る
こ
と
も
あ
る
）。

結
果
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
視
覚
化
さ
れ
、コ
メ

ン
ト
も
あ
る
の
で
、お
お
よ
そ
の
方
向
性
が
わ

か
り
や
す
い
。
学
生
の
納
得
感
が
高
ま
り
や

す
く
、相
談
後
に
は「
方
向
性
が
絞
れ
た
」「
自

信
に
つ
な
が
っ
た
」「
新
し
い
面
に
も
目
を
向

け
た
い
」と
い
っ
た
肯
定
的
な
感
想
が
多
い
。

示
さ
れ
た
職
業
例
の
内
容
を
知
ら
な
い
場

合
も
、
職
業
名
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、
コ

ン
パ
ク
ト
な
職
業
情
報
が
得
ら
れ
、
併
せ
て

関
連
す
る
興
味
領
域
と
能
力
の
特
徴
、
関
連

す
る
資
格
情
報
も
得
ら
れ
る
の
は
便
利
で
あ

る
。
学
生
が
知
ら
な
か
っ
た
職
業
名
で
あ
っ

て
も
、自
分
の
興
味
パ
タ
ー
ン
に
合
え
ば「
知

ら
な
か
っ
た
け
ど
、そ
れ
も
考
え
て
み
よ
う
」

と
視
野
が
広
が
る
こ
と
が
あ
る
。

文
系
学
部
の
４
回
生
女
子
。「
昔
か
ら
本

が
好
き
で
文
章
を
書
く
こ
と
に
興
味
が
あ

る
」
と
出
版
・
広
告
関
係
で
エ
ン
ト
リ
ー
。

し
か
し
就
職
活
動
で
出
版
社
の
人
に
直
接
話

を
聞
い
た
こ
と
で
変
わ
っ
て
い
く
。

「
漠
然
と
思
い
描
い
て
い
た
、
本
好
き
な

の
と
は
違
う
。
事
務
的
な
作
業
が
多
く
、
向

い
て
い
な
い
。
他
人
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

や
指
示
は
で
き
そ
う
に
な
い
。
ま
た
、
編
集

の
仕
事
は
直
接
読
者
に
喜
ば
れ
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
直
接
喜
ば
れ
る
こ
と
を
し
た
い
」

そ
う
し
て
仕
事
を
一
つ
ひ
と
つ
理
解
し
、

現
実
に
落
と
し
込
め
た
。
そ
れ
か
ら
は
、「
人

カウンセリング
事例６

キャリア・インサイト
×大学

—大学等における実践例—

事
例
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間
で
、職
業
適
性
を
調
べ
、キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

を
考
え
る
一
連
の
キ
ャ
リ
ア
・コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
プ
ロ
セ
ス
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
学
か
ら
直
接
進
学
し
た
人
と
、社
会
人

経
験
を
経
て
入
学
し
た
人
が
い
る
の
で
、Ｅ
Ｃ

と
Ｍ
Ｃ
を
比
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。了
解
を
得

て
、結
果
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見
せ
て
、話
し
合
っ

た
。プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
視
覚
化
さ
れ
、特
徴
が

わ
か
り
や
す
く
比
較
し
や
す
い
の
で
、
こ
の

よ
う
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
も
適
し
て
い
る
。

心
理
職
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
希
望
で
は
あ
る

が
、働
く
場
の
希
望
は
、産
業
領
域
、若
者
キ
ャ

リ
ア
支
援
、子
ど
も
対
象
と
異
な
っ
て
い
る
。

結
果
に
は
各
人
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
、
価
値

観
、
職
業
や
人
生
経
験
が
反
映
さ
れ
、
本
人

の
気
づ
か
な
い
面
や
、
ふ
だ
ん
の
印
象
と
違

う
面
も
現
れ
た
。
自
分
の
特
性
を
は
っ
き
り

と
認
識
し
、
職
業
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
機

会
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、
客
観
的
な
結
果
を

踏
ま
え
て
、
将
来
ど
ん
な
場
で
ど
の
よ
う
に

働
き
た
い
か
、
方
向
性
や
将
来
の
可
能
性
を

考
え
て
も
ら
う
機
会
に
な
っ
た
。

お
わ
り
に

以
上
、
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
の
活
用

の
一
部
を
紹
介
し
た
。
使
い
方
や
ワ
ー
ク
を

工
夫
し
て
相
談
へ
の
効
果
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
簡

便
で
あ
り
な
が
ら
、
意
義
深
い
使
い
方
が
で

き
る
。
皆
さ
ん
も
気
軽
に
試
し
て
、
魅
力
あ

る
使
い
方
を
発
見
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

レ
ー
、改
革
、組
織
人
、リ
ー
ダ
ー
、ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
、負
け
ず
嫌
い
」の
特
徴
が
示
さ
れ
た
。

彼
女
の
感
想
は
次
の
よ
う
だ
っ
た
。

「
興
味
と
自
信
が
客
観
的
に
わ
か
っ
た
。エ

ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
人
材
分
野
や
化
粧
品
な

ど
、
こ
の
方
面
で
よ
い
と
わ
か
っ
た
。
価
値

観
や
行
動
特
性
で
は
、自
由
が
よ
い
こ
と
や
、

多
く
の
こ
と
を
す
る
よ
り
も
一
つ
の
こ
と
を

や
り
た
い
と
思
っ
た
。
落
ち
着
い
て
で
き
る

こ
と
、
ゆ
っ
く
り
、
き
っ
ち
り
向
き
合
う
特

徴
が
あ
る
と
前
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
が
、
当

時
は
仕
事
と
結
び
つ
け
て
な
か
っ
た
。
就
活

を
し
て
い
て
、自
分
の
揺
る
が
な
い
と
こ
ろ
、

本
当
の
性
格
、
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
も
の

は
変
わ
ら
な
い
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
は
一
緒
に
結
果
を
見

な
が
ら
話
し
合
っ
て
、
よ
い
と
こ
ろ
を
引
き

出
す
こ
と
や
、
そ
の
人
な
ら
で
は
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
将
来
に
向
か
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
。
彼
女
が

自
己
理
解
を
深
め
、
目
指
す
方
向
に
自
信
を

高
め
、
就
活
を
頑
張
ろ
う
と
思
え
た
こ
と
を

確
認
し
、
そ
の
回
の
相
談
を
終
え
た
。

専
門
職
向
け
講
義
で
の
活
用

臨
床
心
理
各
論（
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
の
支

援
）の
講
義
に
お
い
て
、キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ

ト
の
学
習
を
取
り
入
れ
て
い
る
。キ
ャ
リ
ア
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
用
の
ツ
ー
ル
は
初
め
て
と
い

う
人
が
多
い
が
、
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
は

前
も
っ
て
の
知
識
な
し
で
直
感
的
に
扱
え
る

の
で
、ま
ず
体
験
し
て
も
ら
う
。比
較
的
短
時

職
業
興
味
の
評
価（
図
２
）は
、Ｓ
社
会
的
、

Ｉ
研
究
的
、
Ａ
芸
術
的
の
順
に
な
り
、
Ｃ
慣

習
的
は
最
下
位
で
、
事
務
的
作
業
を
好
ま
な

い
こ
と
が
改
め
て
示
さ
れ
た
。

職
業
マ
ッ
チ
ン
グ
は
、
１
位
と
３
位
の
領

域
で
美
容
部
員
、
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
、
絵

本
作
家
が
、
２
位
と
３
位
の
領
域
で
雑
誌
編

集
者
、
作
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
等
の
職
業
が
示

さ
れ
た
。
な
お
、
１
位
Ｓ
社
会
的
と
４
位
Ｅ

企
業
的
の
領
域
の
職
業
例
に「
キ
ャ
リ
ア
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」等
が
あ
る
。

基
礎
的
志
向
性
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル（
詳
細
）

で
は
、「
人
の
役
に
立
つ
」が
満
点
で
あ
り
、反

面「
自
分
を
表
現
す
る
」が
非
常
に
低
く
、「
人

に
指
示
す
る
の
は
苦
手
、ノ
ー
が
言
え
な
い
」

と
の
こ
と
。ま
た
、行
動
特
性
で
は「
個
人
プ

と
接
す
る
、
自
分
に
興
味
が
あ
る
、
手
を
使

う
」
こ
と
で
、
自
然
派
化
粧
品
、
食
品（
添

加
物
の
な
い
）、
体
に
い
い
も
の
、
エ
ス
テ

な
ど
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
も
の
、
人
材
会
社

等
に
希
望
を
変
更
し
て
い
っ
た
。

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
Ｅ
Ｃ
は
適
性
や

方
向
性
の
確
認
と
し
て
、能
力
、興
味
、価
値

観
、行
動
特
性
、総
合
評
価
ま
で
、２
回
に
分

け
て
行
っ
た（
結
果
例
は
、図
１
、２
）。結
果

は
は
っ
き
り
し
た
傾
向
が
見
ら
れ
、
ク
ラ
イ

エ
ン
ト
の
目
指
す
方
向
性
と
合
っ
て
い
た
。

能
力
の
評
価（
図
１
）
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
＆
サ
ポ
ー
ト
が
１
位
で
、
職
業
例
に
は
美

容
部
員
、
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
等
が
あ
る
。

図１

図２

（「
職
業
研
究
」２
０
１
４
夏
季
号
よ
り
）

※事例は、本人が特定できない程度に変更を加えています。
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母
親
が
料
理
好
き
で
、
小
長
光
さ
ん
は
小

学
生
の
頃
か
ら
料
理
に
興
味
が
あ
っ
た
。
パ

ス
タ
や
麻
婆
豆
腐
な
ど
を
作
る
と
、
そ
の
出

来
が
家
族
に
好
評
だ
っ
た
と
い
う
。
中
学
時

に
は
将
来
は
料
理
の
仕
事
に
携
わ
り
た
い
と

思
い
、
高
校
は
調
理
科
に
進
学
す
る
。
卒
業

後
に
銀
座
の
割
烹
料
理
屋
に
就
職
、
そ
の
後

30
歳
ま
で
に
５
店
ほ
ど
で
修
業
を
積
む
。
そ

し
て
30
歳
の
時
、
夢
だ
っ
た
海
外
で
の
仕

事
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

チ
ェ
コ
の
日
本
大
使
館
で
の
公
邸
料
理
人
を

担
当
。
７
年
ほ
ど
赴
任
す
る
中
で「
も
っ
と

こ
っ
ち
に
い
た
い
」
と
の
気
持
ち
も
あ
っ
た

が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
子
ど
も
が
生
ま
れ
た

こ
と
も
あ
っ
て「
自
分
の
店
を
も
ち
た
い
と

い
う
目
標
を
実
現
さ
せ
る
に
は
、
今
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
」と
の
思
い
も
募
り
、
帰
国
。

２
０
０
８
年
に
現
在
の
店
を
オ
ー
プ
ン
。
旬

の
素
材
を
活
か
し
た
和
食
の
店
と
し
て
、
食

通
の
常
連
た
ち
の
舌
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

週
に
２
〜
３
回
は
朝
６
時
に
家
を
出
て
築

地
へ
仕
入
れ
に
行
き
、
戻
る
と
す
ぐ
に
仕
込

み
に
入
る
。
水
〜
土
曜
は
ラ
ン
チ
も
や
っ
て

い
て
夜
も
10
時
半
ま
で
営
業
す
る
の
で
、
睡

眠
時
間
が
短
く
な
り
が
ち
だ
と
い
う
が
、
小

長
光
さ
ん
は
、「
自
分
が
供
す
る
料
理
と
お

酒
で
、
お
客
様
に
ほ
っ
と
し
て
い
た
だ
く
。

そ
の
時
間
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
何
よ

り
嬉
し
い
で
す
。
こ
の
仕
事
は
人
に『
い
い

時
間
』
を
提
供
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
」と
い
う
。

逆
に
厳
し
い
点
と
し
て
は
、「
自
分
が

し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、

健
康
な
ど
自
己
管
理
に
は
気
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
最
近
は
環
境
の

変
化
の
影
響
な
の
か
魚
や
野
菜
な
ど
仕
入

れ
ら
れ
る
食
材
の
幅
も
以
前
よ
り
狭
ま
っ

て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
今
後
が
心

配
で
す
ね
」。

お
客
さ
ん
へ
の
対
応
に
も
常
に
心
を
配

る
。「
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
れ
ば
そ
の
素
材
を

避
け
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
何
度
も
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
る
方
に
は
前
回
と
違
っ
た
献

立
を
入
れ
て
コ
ー
ス
を
ア
レ
ン
ジ
し
ま
す
」

料
理
人
を
目
指
す
若
い
人
も
多
い
が
、

「
例
え
ば
自
分
の
店
を
も
つ
と
い
う
目
標
を

設
定
す
れ
ば
、
挫
け
そ
う
に
な
っ
て
も
そ

こ
に
向
か
っ
て
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
誰
か
が
何
か

を
や
っ
て
く
れ
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
自

分
で
し
っ
か
り
し
な
い
と
目
標
に
は
近
づ

け
な
い
。
自
分
次
第
と
い
う
部
分
が
大
き

い
で
す
が
、
や
れ
ば
や
っ
た
だ
け
得
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」。

Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
結
果
を
見
る
と
、
研
究
的
、
芸

術
的
、
社
会
的
、
企
業
的
の
各
職
業
領
域

に
か
な
り
強
い
興
味
が
表
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
自
分
だ
け
で
店
の
経
営
を
担
う
た
め

に
は
、
仕
入
れ
、
料
理
の
創
作
か
ら
、
お

客
さ
ん
へ
の
応
対
や
経
理
的
な
管
理
ま
で
、

幅
広
い
範
囲
の
要
素
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。

インタビュー

ＶＲＴ×料理人
料理人

「旬香みつや」店主

小
こながみつ

長光史也さん（41歳）
高校の調理科を卒業後、数店で日本料理を修業。ノルウェーとチェコで公邸
料理人を経験。帰国後の 2008 年に「旬香みつや」を開店。食材は国産にこ
だわり、勝沼ワインとも相性がよい和食が堪能できる。

（「
職
業
研
究
」２
０
１
０
秋
季
号
よ
り
）

　興味が特に強いのは、Ｉの研究的職業領域（研究や考える仕事）と
Ｅの企業的職業領域（新しい企画を考えたり、組織を動かすような仕事）､
Ｓの社会的職業領域（人に接したり、奉仕的な仕事）の３領域である。
これらの興味・関心は「自分の店をもつ」という働き方の中に活かされ
ている。
　自信については、全体的に高い傾向にある。店に関わるすべての仕事に
一人で対応される中で、興味の有無に関係なく、自信が培われている。
基礎的志向性は、Ｄ（対情報志向）、Ｐ（対人志向）、Ｔ（対物志向）の順に
興味の傾向が強く、中でも特に好奇心の強さと人の役に立ちたいという
気持ちが強く表れている。

１位:Ｉ研究的職業領域
１位:Ｅ企業的職業領域
３位:Ｓ社会的職業領域

１位:Ｓ社会的職業領域　
２位:Ｉ研究的職業領域
３位:Ｅ企業的職業領域･
　　 Ａ芸術的職業領域　

● 興味が強い職業領域 ● 自信が強い職業領域

社会人に受けて
いただきました
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（「
職
業
研
究
」２
０
１
０
春
季
号
よ
り
）

インタビュー

ＧＡＴＢ
×コピーライター

コピーライター

丸山さんの
職業適性

判定

● 得点が高く出ている適性能
　 １位：Ｖ 言語能力

２位：Ｇ 知的能力／Ｑ 書記的知覚
４位：Ｎ 数理能力

● 適性能が活かせると思われる職業例
ＶＧＱ：新聞記者、コピーライター、インストラクター、教員 等
ＶＧＮ：マーケティングリサーチャー、イベントプランナー、人文科学系研究者 等

　　　  　

コピーライターの仕事に必要とされる、言語的な理解力や言語を
使いこなす「言語能力」、新しいアイディアを生み出すのに必要な
「知的能力」が高く、「文字や数字の理解力が特に優れている」と
いう特徴が見られる。仕事を通して、それらの能力にますます磨
きがかかると思われ、また「数理能力」も高いため、将来的には
企画等、職域を広げていける可能性も秘めている。

大学の法学部政治学科を卒業後、出版社での編集業務を約１年経験。不動
産広告制作会社に移り、アシスタントを経てコピーライターに。３年勤務の後、
2010 年３月より現在の会社にコピーライターとして勤務。

（株）プランダム

丸山智子さん（28歳）

イ
テ
ィ
ン
グ
、
企
画
づ
く
り
等
に
あ
た
っ

て
い
る
。

厚
生
労
働
省
編
一
般
職
業
適
性
検
査（
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ｂ
）
の
結
果
は
、
全
体
的
に
得
点
が
高

く
、
特
に
知
的
能
力
、
言
語
能
力
、
書
記

的
知
覚
に
優
れ
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
所

要
基
準
点
を
完
全
に
満
た
し
て
い
た
。

「
今
ま
で
好
き
だ
か
ら
、
と
い
う
だ
け
で

こ
の
分
野
の
仕
事
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
能
力
適
性
の
面
で
も
裏
づ
け
を
も
ら
っ

た
よ
う
な
気
が
し
て
よ
か
っ
た
で
す
」

昔
か
ら
文
章
を
書
く
こ
と
が
好
き
で
は

あ
っ
た
が
、
こ
う
い
っ
た
形
で
客
観
的
な

指
標
を
得
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と

い
う
。

「
私
自
身
、
社
会
人
と
し
て
５
年
ほ
ど
経

験
し
て
き
て
思
う
の
で
す
が
、
キ
ツ
イ
仕

事
で
も
、
好
き
な
こ
と
な
ら
頑
張
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
の
す
べ
て
の
経
験
は
何
ら
か
の
形
で
現

在
に
つ
な
が
っ
て
い
て
、
無
駄
な
も
の
は

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
」

小
さ
い
頃
は
手
製
の
壁
新
聞
を
自
作
し

た
り
、
最
近
で
は
ブ
ロ
グ
に
書
い
た
趣
味

の
演
劇
評
が
知
人
の
目
に
留
ま
り
、
寄
稿

を
依
頼
さ
れ
た
り
し
て
い
る
と
い
う
丸
山

さ
ん
は
、
言
葉
を
推
敲
し
て
文
章
を
書
く

こ
と
で
人
に
伝
え
る
と
い
う
仕
事
が
根
っ

か
ら
お
好
き
な
よ
う
に
お
見
受
け
し
た
。

違
っ
て
い
た
。
１
年
後
、
や
は
り
希
望
の
職

種
に
就
き
た
い
気
持
ち
が
募
り
、
不
動
産
関

係
専
門
の
広
告
制
作
会
社
に
ア
ル
バ
イ
ト
と

し
て
入
り
、
１
年
半
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
後

コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
な
る
。
そ
し
て
経
験
を

積
む
中
で
、
他
業
界
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
へ
の

意
欲
も
高
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
会
社
事

情
も
重
な
り
退
職
。

そ
う
い
っ
た
中
で
も
丸
山
さ
ん
は
自
己
研

鑽
を
続
け
て
い
た
。

「
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
講
座
な
ど
に
は

通
っ
て
い
ま
し
た
」

そ
し
て
２
０
１
０
年
３
月
、
広
告
代
理
店

で
あ
る
㈱
プ
ラ
ン
ダ
ム
に
入
社
。
コ
ピ
ー
ラ

大
学
時
代
、
学
園
祭
の
実
行
委
員
を
務
め

た
丸
山
さ
ん
は
、
宣
伝
活
動
な
ど
に
携
わ
る

う
ち
、
言
葉
に
よ
っ
て
人
に
楽
し
さ
を
伝
え

る
こ
と
の
魅
力
を
知
る
。
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー

と
し
て
働
き
た
い
と
就
職
活
動
に
取
り
組
ん

だ
が
、
就
職
難
の
買
い
手
市
場
の
年
で
も
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
全
滅
。

「
卒
業
後
５
月
に
な
っ
て
や
っ
と
あ
る
出

版
社
に
入
り
ま
し
た
」

編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
業
務
も
行
っ
て
い

た
そ
の
会
社
で
は
、
編
集
を
中
心
に
取
材
や

原
稿
執
筆
な
ど
の
仕
事
を
す
る
。
多
少
近
い

職
種
か
と
思
っ
て
入
社
し
た
が
、
丸
山
さ
ん

の
や
り
た
い
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
仕
事
と
は

社会人に受けて
いただきました
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大学生と職業興味

熊本学園大学
講師　
大山佳三

　
　

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
平
成
16
年
に
看
護
学
科
２
年

生
を
対
象
に
実
施
し
た
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・

テ
ス
ト（
以
下
Ｖ
Ｒ
Ｔ
）
の
結
果
を
振
り
返

り
、
そ
の
中
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
に
つ
い

て
述
べ
ま
す
。

　
　

看
護
学
科
で
の
Ｖ
Ｒ
Ｔ
実
施

⑴　

Ｖ
Ｒ
Ｔ
実
施
の
き
っ
か
け

筆
者
は
、
非
常
勤
で
看
護
学
科
２
年
次
に

開
講
さ
れ
て
い
る
社
会
科
学
系
一
般
教
養
科

目
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
そ
の
科
目
の
時
間

を
使
い
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
初

の
講
義
予
定
に
は
入
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
履
修
者
と
の
雑
談
の
中
で
、「
看
護

師
に
向
い
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
不
安
に
な

る
こ
と
が
あ
る
」と
の
声
が
聞
か
れ
た
た
め
、

Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
実
施
を
ク
ラ
ス
に
提
案
し
て
み
ま

し
た
。

⑵　

な
ぜ
Ｖ
Ｒ
Ｔ
な
の
か

ク
ラ
ス
に
提
案
す
る
前
に
、
何
人
か
に
聞

い
て
み
た
と
こ
ろ
、
は
っ
き
り
と
し
た
不
安

感
を
抱
い
て
い
る
人
は
ご
く
わ
ず
か
だ
と
推

測
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
と
も
言
え
な

い
漠
然
と
し
た
不
安
を
多
く
の
人
が
も
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

看
護
師
に
向
い
て
い
る
か
ど
う
か
、
つ
ま

り
、
看
護
師
と
し
て
の
適
性
に
は
、
能
力

や
性
格
、
興
味
関
心
の
ほ
か
に
、
い
ろ
い
ろ

な
要
素
が
あ
り
ま
す
。
能
力
は
学
科
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
判
断
で
き
ま
す
。
筆
者
が
講
義

の
範
囲
内
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
不
安
の
解

消
策
は
、
興
味
検
査
の
実
施
で
し
た
。「
Ｖ

Ｐ
Ｉ
職
業
興
味
検
査
」
は
設
問
が
職
業
名
で

あ
る
た
め
、
看
護
学
科
の
学
生
に
は
回
答
し

づ
ら
い
と
思
い
、
同
じ
考
え
方
に
基
づ
き
作

成
さ
れ
て
い
る
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

⑶　

Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
概
要

Ｖ
Ｒ
Ｔ
は
、「『
自
己
理
解
を
通
じ
て
職

業
探
索
へ
、
職
業
探
索
を
通
じ
て
自
己
理
解

へ
』
を
理
念
と
し
て
、
中
学
生
・
高
校
生
を

は
じ
め
と
す
る
青
少
年
の
進
路（
職
業
）
発

達
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
用
具
」
で
す

（『
新
版
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
手
引
』

よ
り
引
用
）。

ホ
ラ
ン
ド
理
論
に
基
づ
き
、
職
業
興
味
と

職
務
遂
行
の
自
信
度
、
基
礎
的
志
向
性
を
測

る
検
査
で
す
。
自
己
採
点
が
可
能
で
、
結
果

は
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
し
て
グ
ラ
フ
に
描
く
よ

う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
こ
と

で
す
。

質
問
は
職
業
・
仕
事
の
内
容
を
簡
潔
に
記

述
し
た
一
文
で
、「
部
品
を
組
み
立
て
て
機

械
を
つ
く
る
」
な
ど
の
よ
う
に
、
平
易
な
表

現
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
質
問
に

対
し
、「
や
り
た
い
」「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」「
や

り
た
く
な
い
」
の
３
択
で
回
答
す
る
こ
と
に

よ
り
職
業
興
味
を
測
定
し
、
ま
た
、「
自
信

が
あ
る
」「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」「
自
信

が
な
い
」の
３
択
で
回
答
す
る
こ
と
に
よ
り
、

職
務
遂
行
の
自
信
度
を
測
定
し
ま
す
。

ホ
ラ
ン
ド
理
論
で
は
、
職
業
や
仕
事
と

職
業
の
視
点
で
捉
え
た
個
人
の
個
性
を

職
業
領
域
の
組
み
合
わ
せ
で
表
し
ま
す
。

『D
ictionary of H

olland O
ccupational 

Codes

』
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
職
業
に

つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を
こ
の
３
領
域
で
表
し

た
辞
典
で
す
。

六
つ
の
職
業
領
域
と
は
、次
の
も
の
で
す
。

①
現
実
的
職
業
領
域（
Ｒ
…R

ealistic

）

　
機
械
や
物
体
を
対
象
と
す
る
具
体
的
で
実

際
的
な
仕
事
や
活
動
の
領
域

②
研
究
的
職
業
領
域（
Ｉ
…Investigative

）

　
研
究
や
調
査
の
よ
う
な
研
究
的
、
探
索
的

な
仕
事
や
活
動
の
領
域

③
芸
術
的
職
業
領
域（
Ａ
…A

rtistic

）

　
音
楽
、
美
術
、
文
学
な
ど
を
対
象
と
す
る

よ
う
な
仕
事
や
活
動
の
領
域

④
社
会
的
職
業
領
域（
Ｓ
…Social

）

　
人
と
接
し
た
り
、
人
に
奉
仕
し
た
り
す
る

仕
事
や
活
動
の
領
域

⑤
企
業
的
職
業
領
域（
Ｅ
…Enterprising

）

　
企
画
・
立
案
し
た
り
、
組
織
の
運
営
や
経
営

な
ど
の
仕
事
や
活
動
の
領
域

⑥
慣
習
的
職
業
領
域（
Ｃ
…C

onventional

）

定
ま
っ
た
方
式
や
規
則
、
習
慣
を
重
視
し

た
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
行
う
よ
う
な
仕
事
や

活
動
の
領
域

（　

）
内
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
領
域
を
英
語
で
表
し
た
際
の
頭
文
字

で
す
。

Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
受
け
た
人
の
特
性
や
職
業
を
こ

実践事例

ＶＲＴ×大学授業

—職業レディネス・テスト（ＶＲＴ）を活用した実践事例—
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よ
う
に
分
類
し
て
み
ま
し
た
。（　

）
内
は

受
検
者
72
名
に
対
す
る
割
合
で
す
。

　

①
３
個
…
…
11
名（
15
・
３
％
）

　

②
２
個
…
…
５
名（
48
・
６
％
）

　

③
１
個
…
…
10
名（
13
・
４
％
）

　

④
０
個
…
…
１
名（
１
・
３
％
）

①
の
11
名
は
、
レ
ポ
ー
ト
で
不
安
や
そ
れ

に
類
似
す
る
言
葉
・
表
現
は
使
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

②
は
３
位
ま
で
に
入
る
と
予
想
し
た
領
域

の
一
つ
だ
け
が
、
結
果
で
は
４
位
以
下
と

な
っ
た
ケ
ー
ス
で
す
。
予
想
か
ら
外
れ
た
職

業
領
域
と
、
結
果
で
新
た
に
３
位
ま
で
に

入
っ
た
そ
れ
の
得
点
の
間
に
は
、
有
意
な
差

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、

②
に
分
類
さ
れ
た
人
に
は
、
不
安
や
不
安
の

よ
う
な
も
の
は
な
い
と
推
測
し
て
い
ま
し
た

が
、
２
件
の
レ
ポ
ー
ト
で
不
安
を
も
っ
て
い

た
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
な
表
現
が
み
ら
れ

ま
し
た
。「
…
」
は
中
略
、
カ
ッ
コ
内
は
筆

者
の
要
約
や
加
筆
事
項
で
す
。

「
予
想
と
結
果
の
第
１
位
が
同
じ（
Ｓ
領
域
）

だ
っ
た
こ
と
に
ほ
っ
と
し
て
い
る
」

「
予
想
と
結
果
を
比
べ
て
み
て
、
私
自
身

ど
う
い
う
も
の
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
の

か
、
ど
の
よ
う
な
職
業
が
向
い
て
い
る
の
か

意
外
と
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
…
こ
れ
は
と
て
も
う
れ
し
い
…
。

た
ま
に
自
分
は
向
い
て
い
な
い
か
も
し
れ
な

７
％
、Ｉ（
研
究
的
職
業
領
域
）が
56
・
９
％
、

Ｅ（
企
業
的
職
業
領
域
）が
38
・
９
％
、Ａ（
芸

術
的
職
業
領
域
）が
34
・
７
％
、
Ｃ（
慣
習
的

職
業
領
域
）
が
29
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す

（
表
１
）。

一
方
、
上
位
３
位
ま
で
に
入
る
と
予
想
さ

れ
た
職
業
領
域
に
つ
い
て
は
、
回
答
の
割
合

が
高
い
も
の
の
順
に
、Ｓ
が
89
・
５
％
、Ｃ
が

57
・９
％
、Ａ
が
49
・１
％
、Ｒ
が
40
・４
％
、Ｅ

が
31
・６
％
、
Ｉ
が
22
・８
％
で
し
た（
表
２
）。

結
果
と
予
想
で
人
数
が
異
な
る
の
は
、
レ

ポ
ー
ト
に
予
想
を
明
記
し
な
か
っ
た
人
が
15

名
い
た
か
ら
で
す
。

順
位
に
か
か
わ
ら
ず
３
位
ま
で
に
入
れ
ば

予
想
と
結
果
は
同
じ
と
し
て
、
予
想
を
明
記

し
た
57
名
を
、
予
想
と
結
果
で
と
も
に
３
位

ま
で
に
入
っ
た
職
業
領
域
の
個
数
で
、
次
の

を
行
い
ま
し
た
。

Ｖ
Ｒ
Ｔ
は『
新
版
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ

ス
ト
手
引
』
に
従
い
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な

手
順
で
実
施
し
ま
し
た
。

①
Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
目
的
・
受
検
に
際
し
て
の
注
意

　

事
項
の
説
明

②
回
答

③
自
分
の
結
果
（
上
位
３
領
域
）
を
予
想

④
自
己
採
点
と
グ
ラ
フ
作
成

⑤
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
見
方
の
解
説
と
質
疑
応
答

⑥
結
果
と
予
想
の
比
較

①
で
は
、
看
護
の
仕
事
に
こ
だ
わ
る
こ

と
な
く
回
答
す
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

②
で
は
、
問
題
文
を
読
み
上
げ
る
方
法

を
採
っ
た
た
め
、
回
答
終
了
の
バ
ラ
ツ
キ

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

③
は『
手
引
』
に
は
な
く
、
不
安
解
消
の

対
策
と
し
て
加
え
た
項
目
で
す
。
こ
の
際
、

六
つ
の
職
業
領
域
に
つ
い
て
再
度
説
明
を

行
っ
て
い
ま
す
。

⑥
は
看
護
実
習
の
グ
ル
ー
プ
で
集
ま
り
、

話
し
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
　

看
護
学
科
で
の
Ｖ
Ｒ
Ｔ
実
施

⑴　

予
想
と
結
果
の
ズ
レ
に
つ
い
て

受
検
者
72
名
に
つ
い
て
、
上
位
三
つ
の
職

業
領
域
を
集
計
し
、
そ
の
割
合
を
計
算
し
た

と
こ
ろ
、
76
・
４
％
の
人
で
Ｓ（
社
会
的
職

業
領
域
）
が
上
位
三
つ
の
中
に
入
っ
て
い
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
、
割
合
の

高
い
順
に
、
Ｒ（
現
実
的
職
業
領
域
）が
66
・

れ
ら
の
職
業
領
域
の
組
み
合
わ
せ
で
表
す

と
、
個
性
と
職
業
を
、
い
わ
ば
共
通
の
言
語

で
語
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、自
分
の
個
性
が
Ｒ
Ｉ
Ａ
で
表
さ
れ
、

あ
る
職
業
も
同
じ
く
Ｒ
Ｉ
Ａ
で
表
さ
れ
る
と

し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
場
合
、
人
と
職
業
は
同

じ
ま
た
は
非
常
に
近
い
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
あ
る
職
業
が
Ｓ
Ｅ
Ｃ
で

表
さ
れ
る
場
合
に
は
、
人
と
職
業
の
間
に
は

似
て
い
る
部
分
が
少
な
い
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
れ
は
仮
説
例
で
す
が
、
ホ
ラ
ン
ド
コ
ー

ド
を
使
う
と「
自
己
理
解
を
通
じ
て
職
業
探

索
へ
、
職
業
探
索
を
通
じ
て
自
己
理
解
へ
」

と
い
う
、
双
方
向
で
個
性
と
職
業
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
参
考

程
度
で
す
が
、
先
に
紹
介
し
た
辞
典
で
は
、

N
urse

、General D
uty

（
看
護
師
）
が
Ｓ

Ｉ
Ａ
、N

urse A
ssistant

（
看
護
助
手
）
が

Ｓ
Ｅ
Ｒ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑷　

Ｖ
Ｒ
Ｔ
実
施
の
手
順

Ｖ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て
前
述
の
よ
う
な
説
明
を

行
い
、
看
護
実
習
後
に
成
績
に
は
関
係
な
い

短
い
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
、
強
制
で
は
な
く
希
望
者
だ
け
が
受
け

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。レ
ポ
ー
ト
の
内
容
は
、

実
習
し
た
こ
と
に
つ
い
て
ホ
ラ
ン
ド
コ
ー
ド

を
使
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
と
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
の

結
果
に
つ
い
て
の
感
想
と
し
ま
し
た
。

看
護
実
習
２
週
間
前
の
講
義
１
コ
マ（
90

分
）
を
使
っ
て
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
し
、
実
習
後

の
講
義
１
コ
マ
で
レ
ポ
ー
ト
作
成
と
相
談
会

１位
２位
３位
合計

36.1
20.8
9.7

66.7

23.6
22.2
11.1
56.9

6.9
12.5
15.3
34.7

30.6
25.0
20.8
76.4

8.3
11.1
19.4
38.9

1.4
6.9

20.8
29.2

表１　上位３位までの割合：結果（％、N=72）

表２　上位３位までの割合：予想（％、N=57）

１位
２位
３位
合計

10.5
10.5
19.3
40.4

10.5
7.0
5.3

22.8

15.8
14.0
19.3
49.1

52.6
24.6
12.3
89.5

0.0
19.3
12.3
31.6

10.5
21.1
26.3
57.9

Ｒ Ｉ Ａ Ｓ Ｅ Ｃ

Ｒ Ｉ Ａ Ｓ Ｅ Ｃ
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い
と
考
え
る
時
も
あ
っ
た
が
、
自
信
を
も
っ

て
進
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
気
が
す
る
」

③
は
、
１
領
域
が
予
想
・
結
果
と
も
に
、

４
領
域
が
予
想
ま
た
は
結
果
で
３
位
ま
で

に
入
っ
た
ケ
ー
ス
で
す
。
こ
の
４
領
域
の
得

点
は
、
高
い
レ
ベ
ル
か
普
通
レ
ベ
ル
の
範
囲

内
に
収
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
２
人
が
、
自
信

の
な
い
こ
と
や
苦
手
な
こ
と
は
興
味
が
な

い
と
考
え
て
い
た
、
も
っ
と
が
ん
ば
っ
て
苦

手
な
こ
と
を
な
く
そ
う
と
思
う
、
と
レ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
し
た
。

予
想
と
結
果
が
全
く
異
な
る
ケ
ー
ス
④

に
該
当
す
る
１
名
は
、
予
想
が
Ａ
Ｓ
Ｃ
、
結

果
が
Ｒ
Ｉ
Ｅ
で
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

レ
ポ
ー
ト
で「
大
学
に
入
る
前
は
、
た
だ
看

護
師
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
も
っ
て
い

た
だ
け
だ
っ
た
が
、
実
際
に
今
こ
う
し
て
、

看
護
師
に
な
る
た
め
に
技
術
的
な
面
を
さ

ま
ざ
ま
学
習
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
よ
う
な
結
果
が
出
た
」
と
分
析
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
設
問
45「
患
者
の
体
温
や
血
圧

を
測
っ
た
り
、
入
院
患
者
の
世
話
を
す
る
」

に
は
、「
や
り
た
い
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。

⑵　

設
問
45
へ
の
回
答
と
Ｓ
領
域（
社
会
的

職
業
領
域
）得
点
の
レ
ベ
ル

設
問
45
は「
患
者
の
体
温
や
血
圧
を
測
っ

た
り
、
入
院
患
者
の
世
話
を
す
る
」
で
、
看

護
師
の
仕
事
を
記
述
し
て
い
ま
す
。

社
会
的
職
業
領
域
は
、『
新
版
職
業
レ

デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
手
引
』
で
次
の
よ
う
に

解
説
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
看
護
の
仕
事
と

密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
ま
す
。

人
と
接
し
た
り
、
人
に
奉
仕
し
た
り
す
る

仕
事
や
活
動
の
領
域
。

こ
の
得
点
が
高
い
人
は
、
次
の
よ
う
な
傾

向
を
示
す
可
能
性
が
高
い
。

＊
人
に
教
え
た
り
、
人
を
援
助
し
た
り
す
る

こ
と
に
強
い
関
心
を
も
つ
。

＊
人
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
を
好
む
。

＊
人
の
気
持
ち
を
理
解
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
親
し
く
な
る
力
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
職
業
領
域
に
は
、
例
え
ば
、
次
の
よ

う
な
職
業
が
含
ま
れ
る
。

＊
学
校
教
育
・
社
会
教
育
関
係
の
職
業
、
社
会

福
祉
の
職
業
、
医
療
・
保
健
関
係
の
職
業
、

各
種
の
対
人
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
、
販
売
関

係
の
職
業

そ
こ
で
、
設
問
45
へ
の
回
答
種
別
ご
と
に

Ｓ
領
域
の
得
点
レ
ベ
ル（
高
い
、
普
通
、
低

い
）
で
分
類
し
て
、
レ
ポ
ー
ト
か
ら
彼
ら
の

考
え
た
こ
と
を
探
っ
て
み
ま
す（
72
名
を
Ｓ

領
域
の
得
点
レ
ベ
ル
で
分
け
る
と
、「
高
い
」

が
44
名
、「
普
通
」
が
26
名
、「
低
い
」
が
２

名
で
し
た
）。

設
問
45
へ
の
回
答
は
、「
ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い
」が
12
名
、「
や
り
た
く
な
い
」が
１

名
で
し
た
。
他
の
58
名
は「
や
り
た
い
」
と

回
答
し
、
Ｓ
領
域
の
得
点
は
高
い
レ
ベ
ル
、

ま
た
は
普
通
レ
ベ
ル
で
し
た
。

「
や
り
た
く
な
い
」
と
回
答
し
た
１
名
は
、

Ｓ
領
域
の
得
点
は
普
通
レ
ベ
ル
で
、「
そ
も

そ
も
私
は
看
護
師
に
な
る
気
は
な
い
」
と
レ

ポ
ー
ト
で
明
言
し
て
い
ま
す
。

「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」と
回
答
し
た
12
名
の

Ｓ
領
域
の
得
点
レ
ベ
ル
は
、２
名
が「
低
い
」、

７
名
が「
普
通
」、３
名
が「
高
い
」で
し
た
。

以
下
は
、
Ｓ
領
域
の
得
点
レ
ベ
ル
が「
低

い
」
で
あ
っ
た
２
人
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
抜
粋

で
す
。

（
職
業
領
域
は
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
順
で
高
く
、
情
報

に
対
す
る
志
向
性
は
非
常
に
高
い
。）

人
と
接
す
る
こ
と
、
皆
で
ワ
イ
ワ
イ
何
か

を
す
る
よ
り
も
、
黙
々
と
何
か
に
打
ち
込
ん

で
す
る
ほ
う
を
普
段
か
ら
好
ん
で
い
る
。
…

Ａ
領
域
は
最
近
興
味
を
も
ち
は
じ
め
て
、
バ

イ
ト
の
関
係
で
…
影
響
し
て
い
る
。

興
味
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
、
自
分
で
集

め
た
情
報
を
も
と
に
症
状
を
分
析
し
て
い
く

と
い
う
作
業
で
あ
る
。
例
え
ば
患
者
さ
ん
が

普
段
よ
り
口
数
が
少
な
い
と
感
じ
れ
ば
、
脱

水
の
可
能
性
ま
た
は
精
神
的
な
負
担
が
か

か
っ
て
い
る
な
ど
考
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

基
礎
的
志
向
性
の
分
野
で
対
情
報
が
ダ
ン

ト
ツ
に
得
点
が
あ
っ
た
の
で
、
デ
ー
タ
を
も

と
に
考
え
を
ま
と
め
た
り
、
整
理
し
た
り
す

る
作
業
を
好
む
傾
向
に
あ
る
と
思
っ
た
。

（
職
業
領
域
は
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
順
で
高
く
、
基
礎

的
志
向
性
は
す
べ
て
普
通
レ
ベ
ル
で
、
突
出

す
る
も
の
は
な
い
。）

患
者
さ
ん
の
情
報
の
分
析
や
解
釈
を
す
る

こ
と
は
好
き
で
、
昔
の
将
来
の
夢
は
画
家
に

な
る
こ
と
だ
っ
た
…
計
算
が
苦
手
な
こ
と
、

最
近
本
当
に
看
護
師
に
な
り
た
い
の
か
、
看

護
師
に
向
い
て
い
る
の
か
悩
ん
で
い
た
…（
Ｉ

Ａ
が
高
く
、
Ｓ
Ｃ
が
低
か
っ
た
こ
と
は
）
納
得

し
た
。

カ
ル
テ
か
ら
の
情
報
収
集
…
ケ
ア
に
対
す

る
患
者
さ
ん
の
反
応
な
ど
か
ら
、
患
者
さ
ん

の
行
動
・
言
動
の
意
味
を
深
く
追
求
し
て
い
く

こ
と
、
情
報
を
関
連
づ
け
て
看
護
上
の
問
題

を
抽
出
す
る
こ
と
、
…
必
要
な
ケ
ア
を
導
き

出
し
看
護
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
、
と
て
も

た
い
へ
ん
だ
っ
た
が
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
。

ケ
ア
を
拒
否
さ
れ
る
患
者
さ
ん
…
に
対
し

実
習
初
日
か
ら
ど
う
し
た
ら
安
楽
な
入
院
生

活
が
送
れ
る
か
、
少
し
で
も
心
を
開
い
て
く

れ
る
か
考
え
て
い
た
。
…
ケ
ア
を
す
る
時
は
、

患
者
さ
ん
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
…

羞
恥
心
を
与
え
な
い
よ
う
に
…
い
つ
も
気
を

つ
け
て
い
た
。
…
ケ
ア
へ
の
拒
否
も
な
く
な
り

少
し
ず
つ
心
を
開
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
時
の
う
れ
し
か
っ
た
気
持
ち
や
心

が
温
ま
る
よ
う
な
気
持
ち
か
ら
、
私
は
人
と

接
す
る
の
が
好
き
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
。

…
こ
の
発
見
の
お
か
げ
で
…
看
護
師
に
向
い

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
目
の
前
に

い
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て「
看
護
を
し
た
い
、

安
全
・
安
楽
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
し
て
あ

げ
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
だ
と
思
っ

た
。
そ
し
て
看
護
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。
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次
に
、
Ｓ
領
域
の
得
点
レ
ベ
ル
が「
普
通
」

で
あ
っ
た
７
名
の
う
ち
５
名
は
、
６
領
域
の

得
点
が
す
べ
て
普
通
レ
ベ
ル
で
す
。
こ
れ
は

興
味
が
分
化
し
て
い
な
い
と
解
釈
で
き
ま

す
。
レ
ポ
ー
ト
か
ら
の
抜
粋
で
す
。

　
看
護
の
仕
事
で
興
味
の
あ
る
も
の
に
も
な

い
も
の
に
も
結
果
で
１
位
に
な
っ
た
Ｉ
領
域

が
出
て
き
た
。（
Ｉ
領
域
の
得
点
は
普
通
レ
ベ

ル
な
の
で
、
興
味
分
化
が
起
き
て
い
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
グ
ラ
フ
で
）

山
と
谷
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

参
考
に
な
る
の
か
少
し
疑
問
。

（
Ｃ
領
域
の
得
点
は
低
い
が
、
他
５
領
域
の

得
点
は
全
て
普
通
レ
ベ
ル
に
あ
る
の
で
）
自
分

が
知
ら
な
い
自
分
が
ま
だ
隠
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

（
Ｓ
領
域
の
得
点
が
や
や
低
め
の
普
通
レ
ベ

ル
だ
っ
た
が
）
看
護
に
と
っ
て
大
切
な
人
と
接

し
た
り
、
人
に
奉
仕
し
た
り
す
る
仕
事
が
上

位
項
目
に
入
っ
て
い
た
こ
と
や
、
実
際
に
実

習
に
行
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
項
目
の
仕
事
に

興
味
を
も
て
た
こ
と
で
、
自
分
は
看
護
師
に

向
い
て
い
る
と
思
っ
た
。

最
後
に
、
Ｓ
領
域
の
得
点
レ
ベ
ル
が「
高

い
」
で
あ
っ
た
３
名
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
の
抜

粋
で
す
。

Ｅ
と
Ｓ
が
高
い
の
で
、
チ
ー
ム
医
療
に
自

分
の
力
を
発
揮
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

興
味
が
も
て
た
も
の
は
、
患
者
さ
ん
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
清
潔
活
動
へ
の
援

助
、
散
歩
で
、
逆
に
興
味
が
あ
ま
り
も
て
な

か
っ
た
も
の
は
食
事
介
助
、
看
護
師
へ
の
報

告
、
実
習
記
録
を
書
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
…

患
者
さ
ん
と
話
を
し
た
り
し
な
が
ら
食
事
介

助
を
行
え
ば
、
興
味
が
も
て
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
。
…
ホ
ラ
ン
ド
コ
ー
ド
で
強
く
興
味

を
示
し
た
領
域
が
、
実
習
中
に
も
興
味
を
も
っ

て
い
る
…
興
味
が
も
て
な
か
っ
た
分
野
で
も
、

視
点
を
変
え
て
み
れ
ば
、
興
味
が
も
て
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

興
味
を
も
っ
た
業
務
は
、
患
者
さ
ん
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
部
分
だ
っ
た
。
欲

し
か
っ
た
情
報
を
患
者
さ
ん
の
口
か
ら
実
際

に
聞
く
こ
と
が
で
き
た
時
は
、
や
は
り
嬉
し

か
っ
た
。
…
興
味
が
な
い
が
や
っ
て
み
よ
う

と
い
う
思
い
を
も
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

（
Ｓ
領
域
が
１
位
に
な
っ
た
結
果
を
見
て
）

自
分
で
は
人
と
接
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
得
意

で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
…
思
い

込
み
す
ぎ
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
…
看
護
の
仕

事
は
、
実
は
向
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
気
持
ち
を
も
ち
ま
し
た
。

　
　

Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
結
果
と
レ
ポ
ー
ト
か
ら

　
　

見
え
て
く
る
こ
と

レ
ポ
ー
ト
を
読
ん
だ
率
直
な
感
想
は
、「
た

く
ま
し
い
」「
頼
も
し
い
」で
し
た
。
前
に
進

む
た
め
の
、
看
護
の
仕
事
へ
向
か
っ
て
の
積

極
的
な
理
由
づ
け
を
し
て
い
る
人
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
。
ま
た
、
そ
の
中
で
視
野
を
広
げ

よ
う
と
努
力
し
て
い
る
こ
と
も
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

未
知
の
モ
ノ
に
遭
遇
す
る
と
誰
し
も
不
安

を
抱
き
ま
す
。
職
業
に
つ
い
て
は
、
能
力
や

興
味
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
。あ
り
、ま
た
は

な
し
と
す
る
場
合
の
基
準
は
何
か
。
こ
の
よ

う
な
事
柄
を
明
示
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
不

安
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

興
味
の
有
無
や
そ
の
程
度
は
、
仕
事
と
自

分
の
個
性
を
自
ら
の
言
葉
で
語
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
経
験
に
基
づ
き
自
分
の
言
葉
で
語

る
こ
と
に
よ
り
、
外
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
内
発
的
な
動
機
づ
け
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
自
分
で
自
分
の
進
む
道
を
決
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
ほ
と
ん
ど

の
人
が
そ
れ
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
レ
ポ
ー

ト
か
ら
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　（
Ｓ
が
予
想
に
反
し
て
低
い
こ
と
に
つ
い

て
）
看
護
現
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、
情
報
収
集
を
目
的
と
し
て
い
る
。
情

報
収
集
と
い
う
目
的
が
あ
れ
ば
、
人
と
接
す

る
こ
と
は
で
き
る
。
同
じ
領
域
に
属
す
る
仕

事
や
活
動
で
あ
っ
て
も
、
興
味
が
高
い
も
の

と
低
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
仕
事
に
は
い
ろ
い
ろ
な
側
面
が
あ
る
の

で
、
看
護
師
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
も
興
味

が
高
い
低
い
と
い
う
こ
と
は
当
然
起
こ
り
う

る
。
ど
の
分
野
が
劣
っ
て
い
る
の
か
で
は
な

く
、
自
分
の
中
で
ど
の
分
野
に
興
味
が
高
い

の
か
に
着
目
し
て
、
そ
れ
を
強
み
と
し
て
活

動
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
上
位
３
位
は
Ｒ
Ｉ
Ｃ
。
興
味
の
も
て
た
仕

事
と
の
関
係
に
つ
い
て
）
患
者
の
ベ
ッ
ド
周
辺

の
環
境
整
備
や
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
を
測
る
こ

と
は
Ｒ
と
Ｃ
の
領
域
で
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は

Ｉ
の
領
域
の
仕
事
に
当
て
は
ま
る
と
思
う
。

看
護
の
仕
事
に
は
、
面
白
い
と
感
じ
る
こ

と
・
面
白
く
な
い
と
感
じ
る
こ
と
が
人
そ
れ
ぞ

れ
だ
が
、
あ
る
と
思
う
。
看
護
師
に
な
る
と

決
め
た
う
え
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
言
っ

て
い
ら
れ
な
い
。

（
Ｅ
Ａ
Ｉ
が
上
位
三
つ
で
あ
る
こ
と
に
関
連

し
て
）
看
護
計
画
の
立
案
や
、
病
院
自
体
の
組

織
の
運
営
・
経
営
に
と
て
も
関
心
が
あ
り
、
興

味
が
あ
る
。
音
楽
療
法
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
は
芸
術
的
な
要
素
を
活
用
し
て
…

（
Ｓ
と
予
想
し
た
が
、
結
果
は
Ｉ
Ｃ
Ｒ
が
上

位
３
位
）
実
際
に
看
護
に
つ
い
て
専
門
的
に
勉

強
し
て
い
る
た
め
現
実
味
を
お
び
、
興
味
は

な
く
、
看
護
と
は
別
の
分
野
の
職
業
に
そ
の

時
は
興
味
を
抱
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。（
職
務
遂
行
の
自
信
度
を
測
る
）

Ｃ
検
査
で
Ｓ
領
域
が
３
位
に
入
っ
て
き
た
の
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は
、
実
際
に
看
護
に
つ
い
て
専
門
的
に
勉
強

し
て
い
る
の
で
、
私
自
身
の
中
で
興
味
と
い

う
段
階
で
は
な
く
、
専
門
的
に
勉
強
し
て
い

る
と
い
う
自
信
が
あ
る
か
ら
Ｓ
領
域
が（
上
位

３
位
に
）
入
っ
て
き
た
。
…
会
話
な
ど
で
の
介

入
よ
り
…
救
命
救
急
や
手
術
室
な
ど
Ｃ
領
域

や
Ｉ
領
域
の
分
野
の
仕
事
に
興
味
を
抱
い
た
。

自
分
の
興
味
が
Ｓ
の
社
会
的
領
域
が
強
い

と
い
う
こ
と
を
知
り
、
も
っ
と
興
味
を
も
ち
、

努
力
す
れ
ば
私
の
目
指
す
看
護
師
に
な
れ
る

と
い
う
自
信
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

（
上
位
三
つ
が
Ｒ
Ｉ
Ａ
で
、
Ｓ
の
得
点
レ
ベ

ル
は
普
通
）
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
、
会
話
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
な
い
方
や
、

…
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
…
あ
ま
り
う
ま
く
関
わ
り
き
れ
て
い
な

い
と
感
じ
た
。
そ
れ
を
補
う
た
め
に
、
そ
の

日
起
こ
っ
た
出
来
事
や
、
患
者
さ
ん
が
求
め

て
い
る
情
報
な
ど
を
事
前
に
調
べ
、
早
く
親

し
み
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
し
て
い
た
。
こ

れ
は
研
究
的
領
域
の
活
動
で
、
社
会
的
領
域

の
活
動
を
補
お
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。予

想
と
は
多
少
違
っ
た
も
の
の
納
得
の
い

く
結
果
が
出
た
。
…
（
Ｉ
が
３
位
に
な
っ
た

と
い
う
）
全
く
予
想
も
つ
か
な
い
結
果
は
、
…

（
大
学
入
学
後
）
看
護
と
い
う
専
門
分
野
を
勉

強
し
だ
し
、
患
者
さ
ん
の
病
態
等
を
分
析
し

た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
今
ま
で
と
違
っ

た
生
活
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
言
え

る
と
思
う
。

（
結
果
で
Ｓ
が
２
位
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
）
Ｓ
領
域
は
低
い
ほ
う
だ
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
…
初
対
面
の
人
と
は
話
せ
な
い
か
ら
で

す
。
…
人
と
接
す
る
こ
と
が「
苦
手
」
で
あ
っ

て「
嫌
い
」と
い
う
わ
け
で
は
な
い
…

看
護
師
と
い
っ
て
も
患
者
様
の
直
接
的
な

援
助
だ
け
で
な
く
、
物
品
や
情
報
の
管
理
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
り
、
私
に
は
物
を

相
手
と
す
る
よ
う
な
仕
事
が
好
き
な
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

興
味
が
も
て
な
か
っ
た
仕
事
も
、
患
者
さ

ん
に
よ
り
良
い
看
護
を
提
供
す
る
た
め
に
工

夫
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
興
味
が
も
て
る

仕
事
に
変
わ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

真
剣
に
職
業
を
考
え
て
い
る
の
で
、
不
安

を
も
っ
た
人
も
い
ま
す
。

（
Ｒ
領
域
の
得
点
レ
ベ
ル
が
低
か
っ
た
こ

と
か
ら
）
看
護
師
は
器
具
や
た
く
さ
ん
の
薬

品
な
ど
を
扱
い
、
そ
の
こ
と
が
人
の
命
を
左

右
す
る
の
で
、
看
護
師
に
な
り
た
い
と
い
う

強
い
思
い
が
薄
れ
、
自
信
が
な
く
な
っ
て
い

た
。
実
習
で
、
人
が
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
に

自
分
も
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

自
分
の
就
き
た
い
職
業
に
苦
手
な
分
野
も
含

ま
れ
て
い
る
が
、
あ
き
ら
め
る
の
で
は
な
く
、

努
力
し
て
乗
り
越
え
て
い
け
ば
い
い
。　

新
た
な
自
己
を
発
見
し
た
と
す
る
レ
ポ
ー

ト
も
あ
り
ま
し
た
。

表
面
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
私
の
興
味
を

引
き
出
し
て
も
ら
っ
た
気
が
し
た
。
…
納
得

で
き
る
結
果
だ
っ
た
。
…
理
学
療
法
と
作
業

療
法
の
先
生
が
…
（
個
々
の
患
者
に
合
わ
せ

て
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
）
感
心

し
、
…
患
者
様
と
同
じ
目
線
で
見
る
こ
と
の

で
き
る
療
法
士
の
職
に
興
味
を
も
っ
た
。
こ

の
考
え
は
…
（
３
位
で
あ
っ
た
Ｓ
の
）
人
と
接

す
る
こ
と
、（
１
位
で
あ
っ
た
Ｉ
の
）
探
索
的
、

と
い
う
項
目
に
当
て
は
ま
る
と
思
う
。
…
こ

の
結
果
か
ら
、
も
う
一
度
自
分
が
本
当
は
何

が
し
た
い
の
か
、
ま
た
ど
ん
な
こ
と
が
向
い

て
い
る
の
か
な
ど
を
考
え
直
そ
う
と
思
う
。

　　
　

お
わ
り
に

「
看
護
師
と
し
て
の
適
性
が
あ
る
の
か
」

と
い
う
不
安
の
解
消
を
一
つ
の
目
的
と
し
て

Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
し
ま
し
た
。
不
確
か
さ
が
あ

れ
ば
、
不
安
を
抱
く
の
は
人
の
常
で
す
。
し

か
し
、
不
確
か
さ
へ
の
対
処
法
を
も
っ
て
い

た
り
、不
確
か
さ
の
正
体
を
知
っ
て
い
れ
ば
、

不
安
を
小
さ
く
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
ホ

ラ
ン
ド
コ
ー
ド
を
使
っ
て
個
性
と
職
業
や
仕

事
を
語
る
こ
と
が
、
不
安
解
消
の
有
効
な
手

立
て
に
な
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

し
か
し
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
や
Ｖ
Ｐ
Ｉ
を
実
施
す
れ

ば
そ
れ
で
十
分
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
興
味
検
査
で
人
の
特
徴
が
わ

か
り
、
同
じ
特
徴
を
も
っ
た
職
業
の
リ
ス
ト

を
得
た
ら
、
何
ら
か
の
体
験
に
基
づ
き
、
そ

れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
実
習
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
職
業
体
験
を
職
業
経
験
に

す
る
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
体
験
を「
実
際
に
何
か
を
す
る
こ

と
」、
経
験
を「
体
験
を
自
身
の
中
で
意
味

づ
け
る
／
位
置
づ
け
る
こ
と
」
と
使
い
分
け

て
い
ま
す
。
体
験
し
た
だ
け
で
そ
れ
を
消
化

し
て
い
な
い
と
、
次
の
機
会
に
そ
の
体
験
を

生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
体
験
し
た
職

業
を
Ｖ
Ｒ
Ｔ
や
Ｖ
Ｐ
Ｉ
の
興
味
検
査
を
使
っ

て
経
験
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
効
用
の

高
い
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
が
可
能
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
現
在
職
業
に
就
い
て
い
る
人
に

も
当
て
は
ま
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

に
加
え
て
、
職
業
経
験
を
語
れ
る
有
職
者
が

増
え
て
そ
の
職
業
経
験
を
語
る
こ
と
で
、「
頼

も
し
い
」
若
年
世
代
が
よ
り
一
層
頼
も
し
く

ま
た
頼
り
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

（「
職
業
研
究
」２
０
０
６
よ
り
）



25　職業研究――2023 No.2

職業レディネス・テスト（VRT）

で測定する６つの職業領域

で測定する６つの基礎的志向性

Ａ検査

職業興味
Ｃ
職務遂行の
自信度

Ｂ検査

基礎的
志向性

検査

職業志向性

Realistic Investigative

Conventional Artistic

SocialEnterprising

研究や調査のような研究的、探索的な仕事や活動
の領域
研究者、システムエンジニア、学芸員、薬剤師 等

人と接したり、人に奉仕したりする仕事や活動の領域

介護福祉士、看護師、教師、カウンセラー 等

企画・立案したり、組織の運営や経営等の仕事や活
動の領域
営業部員、マーケット・リサーチャー、アナウンサー、新
聞記者 等

定まった方 式や規
則、習慣を重視した
り、それに従って行う
ような仕事や活動の
領域
一般事務員、経理事
務員、行政書士、コン
ピュータ・プログラマー 
等

建築士、造園師、消防士、航空機整備士 等

機械や物体を対象とする具体的で実際的な仕事や
活動の領域

現実的職業領域 研究的職業領域

社会的職業領域企業的職業領域

慣習的職業領域
芸術的職業領域
音楽、美術、文学等を
対象とするような仕事
や活動の領域

イラストレーター、ＷＥＢ
デザイナー、演出家、
作曲家 等

●Ａ検査･･･職業に対する興味の傾向
●Ｂ検査･･･職業への興味・関心の基礎となる志向性
●Ｃ検査･･･職業に対する自信の傾向

Ａ検査

職業興味

Ｂ検査

基礎的
志向性

Ｃ
職務遂行の
自信度

検査

　対人志向 
主として人に直接かかわっていく
ような活動に対する志向性

自分を表現する

人の役にたつ
みんなと行動する

P1

P3
P2

　対物志向
直接、機械や道具、装置などのい
わゆる物を取り扱うことに対する
志向性

T2 自然に親しむ
T1 物をつくる

　対情報志向

D1 情報を集める

D3 情報を活用する
D2 好奇心を満たす

各種の知識、情報、概念などを取
り扱うことに対する志向性

職業レディネス・テストはＡ、Ｂ、Ｃの３つの検査から構成されています。
Ａ検査およびＣ検査では、アメリカの心理学者 J. L. ホランドによって類型化された６つの職業領域（現
実的、研究的、芸術的、社会的、企業的、慣習的）への興味度・自信度がわかります。Ｂ検査では、
基礎的志向性（対情報、対人、対物）への関心度がわかります。また、興味・関心を生かすことので
きる具体的な職業例を知ることで、職業探索につなげます。
Ａ、Ｂ、Ｃ検査とも、標準得点としてパーセンタイル順位（例えばＡ検査では 100 人を興味の低いほ
うから並べた場合の順位）が用いられています。
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厚生労働省編一般職業適性検査
[進路指導・職業指導用]（GATB）

紙筆検査で測定する７種の適性能

器具検査で測定する２種の適性能

運動共応
Motor Coordination

目と手の共応、
迅速で正確な動作を
行うコントロール力

キーボードの操作、
素早い繰り返し作業を
行う。

OA機器オペレータ、
簡易事務、機械操作、
加工組立等

空間判断力
Spatial Aptitude

立体的、構造的な理解力、
図面から実物をイメージ
する力

設計図を理解したり
作成する。
造形的な作業を行う。

工学技術、製図、情報処理、
デザイン美術、建設工事、
熟練技能等

形態知覚
Form Perception

形、図形などの
比較弁別力

裁断、切断、切削、
貼付け、取付け、接合、
組立等の作業を行う。

製図、建設工事、
デザイン技術、加工組立、
造形、手工技能等

書記的知覚
Clerical Perception

文字、記号などの
比較弁別力、
一般的な注意力

印刷物の校正、
帳票の記載やチェック、
表の作成等の作業を行う。

事務全般、運転監視、
警備保安、看護、
対個人サービス等

数理能力
Numerical Aptitude

数的な処理能力、
計算力、数的推理力

各種計算、集計作業、
数量管理・分析、
金銭管理などを行う。

調査研究、工学技術、
測定分析、情報処理、
経理会計等

言語能力
Verbal Aptitude

言語的な理解力、
文章読解、表現力

文章を読み書きする。
言葉で伝達したり、
説明を理解する。

著述編集、報道、広告宣伝、
営業、教育・福祉、法務、
事務関係等

一般的理解力、推理、
判断力、応用力

適性能 内　容 典型的な作業 関連のある職業の分野

状況を分析判断する。
工夫をしたり、新しい
アイデアを出す。

調査研究、企画開発、
営業、教育・福祉、
販売サービス等

知的能力
General IntelligenceG

V

N

Q

S

P

K

適性能 内　容 典型的な作業 関連のある職業の分野

手腕の器用さ
Manual Dexterity

腕や手首を使って
物を巧みに扱う能力

ハンドルやレバーを
操作する作業、道具を
巧みに扱う作業を行う。

機械・装置の運転操作、
加工組立、造形、
理容美容等

指先の器用さ
Finger Dexterity

指先で細かい物を
正確に扱う能力

精密作業、小さい物を
指先で取り扱う作業を
行う。

機械操作、手工技能等F

M

15 種類の下位検査（うち 11 種類が紙筆検査＝筆記検査、４種類が器具検査）から、多様な職業分野で
仕事をする上で必要とされる代表的な９種の能力（適性能）特徴がわかります。
また、GATB では、さまざまな職業を、その職業を遂行するうえで求められる適性能の種類と水準（所
要適性能基準）により、40 のグループ（適性職業群）に分けています（手引 121 ページ参照）。各被検
者の適性能得点と、40 の適性職業群の所要適性能基準とを照合し、得意な能力（適性能）を生かすこ
とのできる具体的な職業例を知ることで、職業探索につなげます。
適性能得点は、全国平均が「100」となるように換算しています。
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KN式クレペリン作業性格検査は、２数の加算を行うことによって得られる作業量や作業曲線、
作業の質などの結果から、個人の性格面にかかわる特性を総合的に捉えようとするものです。
この検査を実習し、判定結果の読み方等を説明します。
また、各種の性格検査について概説し、個性理解について考えます。

職業レディネス・テスト（VRT）は、「自己理解を通じて職業探索へ、職業探索を通じて自己理解へ」
という理念のもと、若者（中学・高校生をはじめ、大学生、社会人など）の職業への興味・自信の
方向性をキャリア発達の観点から捉えようとするものです。
ホランドの職業選択理論を踏まえて、その実施と活用について説明します。

厚生労働省編一般職業適性検査（GATB）は、多様な職業分野で仕事をする上で必要とされる
代表的な９種の能力（適性能）を測定することにより、自己理解や適職領域の探索等、望ましい
職業選択を行うための情報を提供します。その実施方法と採点の方法を説明します。
また、職業適性の理念や結果の解釈について説明します。

アセスメント・ツールを活用したキャリアコンサルティングの考え方や進め方について説明します。
また、各ツール（VRT、GATB）の結果の解釈について、事例研究を通して学びます。受講生による
グループワークを取り入れたコースとなっています。
●「VRTコース」及び「GATBコース」を修了された方が対象です。

キャリア・コンサルティング

キャリア・インサイト 講習会 オンライン

※ご希望のコースを自由に組み合わせて受講できます。ただしキャリア・コンサルティングは、「VRT」及び「GATB」コースを受講された方に限ります。

基礎理論コース（オンラインセミナー）

◀開催日程等、詳しくはホームページでお知らせいたします。
　お申込みもサイト内専用フォームからできます。
　https://www.koyoerc.or.jp

キャリア・コンサルティング セミナー

●中学校・高等学校の進路指導・キャリア教育担当者、スクールカウンセラー
●大学・短大・専門学校のキャリア支援・就職指導担当者
●職業安定・職業能力開発機関の担当者、職業相談・就業支援・教育相談機関等の担当者
●キャリアコンサルタント、キャリアカウンセラー、産業カウンセラー及びそれらを目指している方

個人主導のキャリア形成が求められる中、それを支援するキャリアコンサルティングの重要性は、社会でも広く認められつつあります。
それとともにキャリアコンサルティングに不可欠なアセスメント・ツールも一層効果的な活用が期待されています。雇用問題研究会では、
当研究会で発行している各種アセスメント・ツール、心理（適性）検査を効果的にご活用いただくために、セミナーを開催しております。
各種ツール、心理検査等の理論・実施方法・活用方法等を解説いたします。

キャリアコンサルティングに必須のアセスメント・ツールの有効活用をマスターする

キャリア・インサイトの機能と活用

各コース 10,000円（税込・資料代を含む）



対象■中学・高校・高専・専門学校・短大・大学・職業訓練校・職業相談機関等
編著■独立行政法人 労働政策研究・研修機構

職業への興味・関心を通じて「自分自身」を考えることをサポート

一般社団法人 雇用問題研究会
発行所 〒103-0002 東京都中央区日本橋馬喰町1-14-5 日本橋Kビル2F

https://www.koyoerc.or.jp   　電話03-5651-7071

●手引 ……………………………1,430円

 
大学生
社会人

Social

Artistic

InvestigativeRealistic

Conventional

Enterprising

検査の構成

６分類のパーソナリティ・タイプで自己理解

 
●Ｂ検査

●Ａ検査

●Ｃ検査

職業興味

職務遂行の自信度

基礎的志向性

職業志向性

Ｒ●現実タイプ　
Ｉ●研究タイプ　 　
Ａ●芸術タイプ　
Ｓ●社会タイプ　 　
Ｅ●企業タイプ　
Ｃ●慣習タイプ

…… 機械や物を対象とする具体的な活動

…… 研究や調査などの活動

…… 音楽、美術、文芸など芸術的な活動

…… 人と接したり、人を援助する活動

…… 新しい企画を考えたり、組織を運営する活動

…… 定まったやり方に従って行う事務的な活動

●問題用紙
●回答用紙（高校生以上用）

●結果の見方・生かし方
●大学生等のための職業リスト
●判定料（プリント） ………………  300円

 中学生
高校生

●問題用紙
●回答用紙（中学生用／高校生以上用）

●結果の見方・生かし方
●判定料（プリント） ………………  340円

300円
640円

360円
660円

１名分料金（税込）

683157


